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人類の存在的な経験，特に，その精神的な遺産を元に，万代万民の聖官は，絶対的な存花，万我物事

象とその相互関係の性質と徳力諸相の究明に全力を尽して来たのである。ヴイシスタードヴァイタ・ヴェー

ダ」ンタの神学者と哲学者も例外ではないc

今までて回に瓦って， た担ラーマーヌジァ(!?;;ム Jと r'j ，:L.ーンカタナータ m~~;D )を初め，

ヴィシスタードヴァイタが提唱する党論の根本的な哲Jillを説明し‘その神学的な奥義の特色を叙述した}

その中で特に町党の絶妙|かまりない性格を論述する「妙情説」。党σ)担徹的な霊質を論ずる「大魂地説」

党の神秘的な主体十|今を弁 jる「太極実体説j，一切劫界とその万有f化を党身の一現と観て.そのず|

質を説示する ji首引hY:身品j，党と一切有の相互関係とその具仰の|前々を論ずる「異性同質説J， r親疎
げんじよう

如説」と「因果現成説」の根本的な哲理を説明し，神学的な意味とその特色の心髄を述べた。

今度もヲ|き続き，神仏党論や哲学を傍観し実生活から切り離して扱っている学話会としてではなく，

知行 A 致という人生の姿勢をもって唱インドの究学と哲学，スコラ系の神学と哲学や仏教学(特に「仏

命」や「仏身論jの如きもの)とその比較的な探索に著しい貢献をした者の深察を元に究論の考察を

進める。更に， ~iJlII[ と同様に 本論文も ヒンズ←やその注釈吉?の単なる語原的な分析ではなく.

ヴィシスタードヴマイゲ l特に，ラーマーヌジァとヴ工ーンカタナータ)が唱えている教理を 1[1心に.

当学派の沈論定理を考 L，ヴイシスタードヴァイタの光学，スコラ的な神学と仏教的なイム性布に通ず

る概念をも~)て，独自に説示したい。

この前考ぴ)資手Iと方法は.ランカ、、チアリヤ 'M.，チア 1) 'S.M.シリニヴァサ，ダスグプタ S.. カル

マン・ ].8.，加藤精一，中村宗一，岡田官法，寺田弥古，エリアデ・ M.. 八木誠ーや門脇住吉等(基礎

文献と参考文献を参照)の論著に頼る c

本論文で，引き続き，ヴイシスタードヴァイタの究論における根本哲JlI'.の紹介とその神学的な奥義の

特徴を取り扱う。今まで，党という存在を党我物事象の相互関係 (~nd r:i~~iOne) を中心に考祭して来たが，

今回，一転して、 切有の究極的な本末因に値する仕の Ifliよりも町万七社;万有の有無とその相聞の次元を

越える焚の本然性質の大妙徳とその性能自体，日日ち，党を「究Jたらしめる本然自内性の

絶妙極まりない徳力とその活現の根本に心眼を向付.ヴイシスタードヴアイタの立場とそのやjl宇的な特

色に目をたぐ ι

具体的に 党の自然性質の根本大妙徳を論ずる!五大妙拙論J.党の自然大妙機を論述する「五人J妙

機論j，党行の無辺際性を論ずる「大行党説j， 今切劫界とその万我物事象の永遠の不完全性と欠如性を

日命述する「万有有限説jおよび 党の無償寵愛をiB発点とする救済的な活現を論述する「ft先説jの心

髄を品明し，そこに含まれている哲)11'.の神学的な匡意とその特色を指示する。それに，ヴィシスタード

ヴァイタの大行党説と万有有限説に関連して，アドヴァイタが唱道する「無明説jの根本定理とヴイシ

スタードヴァイタ的な批判の要点にも言及する。

* (論文 11 1 の引別丈は • I丈字j通りの訳ではなく ，1tトj語の本主と:え;脈の意味を最優先した|
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からの私訳である。)

一.賛の本然性質の根本大妙穏を論述する「五大妙徳論」

ヴイシスタードヴァイタによると， ー切世界を構成する党，万我，万物とその万象子化を砂察すると，

概して， 7J 布「事象の形而上下界を遍徹しながら養濡する位の親近 II~ な百(:泣す日出)と同時に，力我物

事象の世界を無限に超絶する党の卓越的な面 (12主主rJtロJilZ[J::Alblll川、lを見極める事が出来る。党.Jk:'f知事

象のこうした 111変別不艇で剥同 如の連結は，党我物を直接の発生地，地按と万有の完成を目的とするがη

その関係の光倒的な本j尻存主主，通総主と終末は党のみである。党，万我と万物事象の本来で永遠の

異性同質，党をイヰ末[7:1とする党と万世千界の峻別不離でおL政白日の聞係における党の本然性質と，その

属性を党身(即ち，万我物事象)の観点、のみを中心に論述して来た(1)が，以下，万物事象の世界を越

えながら楚智に通ずる人我の霊力を論説の基盤と主眼とし，党の本然性質とそのf忠刀の無尽蔵界自体に

考察の焦点を絞り，ヴイシスタードヴ 7 イタの見解心髄とその哲学的および神学的な定理の特色を説示

する。

党の世J'iIにおいては，本来無窮で、絶美極まりない性質に属しない他)jや性能が一つもないが， 14:び)zド;

然性質の内には， ftを絶対日佐 無二の存在とあらしめる紅、刀， 11日ち，党を匹{事なき大魂暁，無上の妙松

神，無限で無尽の生命を有する太極実体(自存自立神)，全能全智の創造自由自在の本末因，全面的

に不依自主的な万イうの存義 iや一切有の究極目的とあらしめる本来根本的な徳力勺主主LJlJ立川

および，非根本的，即ち ~I比る一定の時に生成化育 L，削減や隠顕する長美徳二l:出口ι(，']1

が峻別されている。党の本然性質を構成する無量の善美徳の中の根本的な普美徳、が永遠で不

依であるのに対して，顕晦したり動静したりする徳力は，各々の実質において根本的な徳力に依存し，

白然、で不離の鮮で結ばれている(恨本徳力の)属性であるという見解は，ヴイシスタードヴァイタの通

観である 1)0

以ド，ヴェーダーンタの諸聖典を論釈の中心とするラーマーヌジァの言葉を借りて，先の|詰現的な性

質の無尽蔵，特にその根本刊を成す，五大妙徳とその!"r~柑を描く丈を引 qj し，丈脈や術語の本義を F円昨

にするために，所々ある丈吉を若干に敷桁しながら船介 jる、

~ISatyam ， jnanelm， elnantarn， anandam， amalam Brahma， (即ち)先lま?実存，t生，慧智，無F!H土

:基基褐と完全J無無欠I比生(等の無量で絶美の徳カ)を本然，t怯生賞とする存在者であるJ[屯官沼1

LJ3:幻:な:bJftff7加 J(凶という句は'一初世界と異なっている先の本然，↑生貸の根本徳力を明確に示

している。「存在」という語は，斯る交が完全に白由で無限に不依の自存自立有であると強調する。

万変千イじする万物事象や物質と 1iif手かの関連をもっ個我は， ζ の「絶対的な存在 lという概念が示

している世界には含まれていな L、。それは，何故かと言うと，万我物事象が多種多様で様ヤな変化

を蒙ったり，様ヤな徳力や形態を受拾したりするので，制約されないままで無限に実存する事が不

可能だからである。史に， I慧智」という言吾も，交がJ無明，幻影，一瞬の未知や真知の減縮ではな
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く，不生不滅でプ定感覚的かっ無尽で無辺際の明生ロを本;古すると表示するコ しかし， 完全解脱我の真

知でさえ，迷惜の転倒や増減の経歴を有寸る故ド. I絶対知JとL寸概念が示寸内容と椋本的に異

なるから，永遠で無辺際主ロを有する者と見倣されない。 次に「無F艮，性」という概念ば，交の自然之

性が万我物事象，その形態と時空の繋縛，制限や無常流転に引っ掛かったり，悪影響を受けたりす

る事なく，万有内 σ) I一我一物|のような有限の存在ではないと示している。 この充、ミそヲ匹イ専な

で絶美極まりない徳力を本，t生とする事によって，一切有， その生;成4とイじ育， あらゆる制I'Kと繋縛

を万過なく浸徹しながら，いつも超越する存在である。一方，一切無常界の求F手と限界から解放さ

れた解脱我も，千差万別であって，無欠の幸福を会得していなかった時もあった以上，無極で無上

の存在ではなく，有限であって無肢の実有」として認める事は出来な L、jC凡・・ nこの先は，至

「高与るJのI慶差褐を本有する存在である I L前γ惚砂伽G叩?

て持絶色乏ず i盆主 J布品されている t世笠 2芥トであると明示する。 又， I先は具知と豆褐を本有する j

ぜ~.2g)という句も，党の無上至福が無辺際知を本来佐賀の根本要素とするという意味をもっ

ている j'へ…『先は，主主生で無尽の実在性，無関断の佑'H'主位， 無凝の何イ敵性， 無辺際主ロ，神秒的

な霊妙性やァ'ÌC- i主の庭福等の徳力を本有する万劫万有の究極的な本末である~

「二の大我は，一七Jのえ液，罪悪、，年弓の経過，ぇ;え 芝、嘆 i奇望や{iA>i三不満手の影もなく， 白由
ヒ モゴドん

で主主然自立的に実存し，全長ロをもって真理を行じながら無限の栄稿を享楽する』〔SFtfy〕0.

~-+刀t止の万我物事象の内我として実存し，唯一で絶対不変の本，院を有する存在でありながら，宇

古万有の創 J:主主たるブラーマ神 ー初有の存養主ゲィシュヌ神および万A万物の究桂的な冥福池シ

ウ、ァ神(として活札する先)に帰依し奉る~ [広γ 。…『彼は. (Jfrffi!Pえたる)身体や感覚を(本

体として)有する事なく，彼を屯越する存在がなければ，彼に等しい存在もな L、。知花. .frJihカと

実札力を根本要素とする彼の無上能力が， 自然で自発的lこ多種多様な活カとして洗えしながら，永

遠を通じて露顕する。彼は. -i刀世界のま者ヤの支配者を超絶する最高で無比の主権者であって，万

劫神祇の唯一無二の大-!iIp神である L 彼こそ，万有の;主i1<，cつ本木我(本末二国)である。彼に[現」が

いなければ，彼を超越する存在もない。イ皮は全生ロとプド迭の白存自立力を本有する絶対無擬の主であ

る1 叩訂r;%P;-J 0 ~彼は，一切劫界の万手元4均等を透徹しながら養濡する究枝の内我である。彼こ

そ，あらゆる罪悪から常に白台であって，ナーうーヤナと称ぜられる神主である』日常的 J(7 '0 

「万三たの主であって，一初有を泌f託Lながら養活ずる絶対内制我であるイーシヴァラ神[土，無上の

妙格神であり，伎の;き望が即座E!rJ刻で宅全に実現される υ …先の本然，t生'f;fの根本徳力(本然自内性，

本然宝蔵界)は--j;刀の欠如， 罪悪， 不j争や無明の占ロミものの幽影もない無辺際知とァドヰの庭福を

主な要素とする存在である。更に，無量で無比の善美徳と神秒的な活況カを本然宝蔵界の相とする。
カル r、

この先は，無量の劫波を通じて，万有万系の生えとイじ育，増減や進退等をせしめながら活現するが，

それらの変化ほうもの白内性にネガティブな影響を一初およぼさない c 先の本然白内栓は，永遠に不

変で無上の栄治を享楽する絶対不可J干の世界である。...伎は現劫界の無常迷悟の世界を伶往う霊

我や既に解脱した万我を本然身体の隠現的な真相としながら，悉有を業法に道じて，急愛をもって，

f冬に悶闘したり，生死や増減手をさせたりする。・・・ ζ の党は，一切劫界のA子、質料，原動力，ー初有

の実存の本3Goうな養濡カであ内ながら，万有安眠の究極的な目的地でもある。何故かと言うと，彼



ヒンズー教の党論[その 31 ト n
j奔 [I'd

こそは，無量世界とその万有千イじの本木因であって内制我である一方，一初有とその変化もえ，発

の身相でありながら，その存在と;舌乳えの顕時的な実体である。…彼は， ウパニシャドの中では，

ー初有の真我，超絶我， 自存自立有，最高の君臨主，無量劫の本託子、神等の占ロさ御名で呼ばれている。

一この存在こそ「先」であるJ叶)。

9:3 

ラーマーヌジァよりも，ヴェーンカタナータ以後の己科は、 lli午11，!的な生命，無辺際智，無 1(7)慶

福，完全$.~欠性と，i!日 l刊'1.:民地の絶妙極まりない性質の永遠で根本的な大佐;で、あると一貫して唱えてい

るtQ O 

先ず，党内|斗存自立的なI1GIJ (や「白存自立性jというもの)ぱ，残りの四大徳を初め，一切有。

の徳力とその世界を絶え間なく養活する太極的で神秘の私まりない大妙他、であって，党の永存力で、ある J

換言すれば，この絶対的な実存力は，無性無徳差で、ノ!三一本の唯一実在と見倣すアドヴァイタ的な高次党

1(:¥ でなければ，不依で独立した徳力でもなく，無限で完全無欠の妙智と栄福を本然性質の

根本とする党(立~~n~e~~~~~~l ， )の無量徳力とその性能の永遠で絶妙の極まりない本来自然の徳川である。

次に，党は，無辺際智，即ち，通徹的な情主11と無擬で無関断の白他認識を臼然性質の根本妙倍、として

有する。この慧智は，党界を初め---切士)J'JiJ.の万我物事象，その万徳千化の諸相と甘く態のありのままを

通徹しながら直観する不'1ィ、1成，不i成不縮で不f扇の無|、と妙加であるパ

第三の根本妙悼として無上大悟に満ちている党の慶福が挙げられてLミる。この慶福は，無辺際の7、1

無欠で無碍の叫誌と立望の則座実現力に根差す党の意識的な叶l礼ぴ)直感である。更に，この至福は，

党身のー相であるJ見tjJ界とその万我物の極楽や愛悦等を放するこド面，そ71，らを永遠に超越する

党の慶福は 万の活動や向業の自得たる苦悩，不幸，幸福山減縮や万我の解脱に無関心でなければ.

その増減手に依存する事もない。

残りの二大徳，即ち，無限性と完全性は，党の白存自立的な生命，慧智と慶福の「絶対性Jの二相で

あって， と記の三大徳から切り離す事が出来ない妙穏である。では，党、の無|浪件会とは，党の本然白内性

とその活現成が，一切劫を通じて F 不生不滅であって無量で無尽の徳力を自然宝蔵界としながら，万世

万界の我物事象，その変化や業報の因縁，繋縛，徳力とその性能の限界から永遠に自由である。党の無

欠完全性とは，先の本列ミ宵性と自然身体の諸相を隙聞なく盈ほしながら菱活する無慌の生命力， I白川と

慶福を顕とする今切り昔

実性である J

，汚染・織れ・欠殺や ~I;悪等の影も 切ない，十全や全真等にJ前九た

要するにーヴ/シスタトドヴァイタの「五大妙徳諭」は illl、|担で無隔の慧智と無欠で無尽の庭福が，

自力をもうて1{在する党の本渋性質を成す無量で絶妙すかまりない善美徳とその性能の根本妙徳であると

主張する。この見解は，ヴィシスタードヴァイタが唱道する究論の根本的な哲理であって，その神学の

中心的な技理でもある。
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二 党の由黙大妙機を論述する「究力五大妙機論J

ヴインスタードヴァイタ ヴょ ダーンタ

党、我物峻別一如論学派によると， ー切を絶する妙格的な精神，万有千化を活性化しながら超徹する大

塊暁，および完全自立的で太析の実体(訂り日主主事自主与群Z器禁の)たる党は，自分の身体を構成す

る万我物事象，その万{容と性能の活現，化育等の原動力関山口l削 alis) ，悉有万象の活動左あら

ゆる変化の絶対的なイJ安田であって太極的な活性力ぷ:引)であり，万世万有の壊滅j!l化の維

持力でありながら，その終末と安らぎの盈濡力でもあるへ A 方， fiJ身は，その極妙無定相で、大;氏絞115の

様患に才3~ ¥て. ー切世界とその我物事象の究極的な素村 l 原宮量出.f品:~n~~~~1f;alis)であるが，万布万象

の死滅と 切変化の消去と間閣によって，万世下界が，出同旬、前に酷似した極密幽玄で全面白りに不活j且[

対の様態に走市し(よ出品。~;~，>olutus ) ，次の成劫開始まで休d息する G t央言すれば，狭義の党( 切存在の

大t鬼門鬼}は，無量劫界とその我物事象等の本末因 (Aと0，阿昨)である。

本学派によると，永遠に自立的なN有力 saltva，) ，無限無偏の慧知，1!!t尽無碍の至福歓喜

，完全無欠性と不染汚性)と超徹的な無限性 (:~:~~:tva)という五大徳は「党jの本然性

質を構成する根本要素 (2122ぷ:ヶ円である。

① 党の生命刈のI!R極神秘を論ずる「絶対自力説j

党の本烈性質を}九円忠力の内，特に，永遠自立的な実在性(主主主が，党の性質的以卜

械的な本元偲であって， 1也{;ーによって全面的に体得されたり.知 i)尽されたりする事が出来ないj県枢の

玄界であるとヒンズ一教の神学者は主張する。ヴィシスタードヴァイタも同観であって，多数の聖典を引l十l

しながら，完全で全面的に]']立的な存在としての党の役割を綱諭するが，ここで，斯した論緋の主旨を

巧に明示するラーマーヌジ、アの『ヴ工ーダーンタ諸型典の論釈大全jG~~~f:ぬ?52 訳出札~~)MI:E) の重要なー'

三的所を紹介する。

『交こそ，絶対真実の存在 (5212ttるわ，無辺際の肘ロ，無投の慶福，無3反無欠の 4院賞徳カとー

を刀を超絶する無F民性(を本然実相界とする存在)である 〔22f官74ar;Y77ナ伽〕。愛する我が子

等よ，一切有の太初(玄劫期)に「絶対の存在」のみが実存していたん上丈をうー

マーヌジァは日己の如く解釈する。 ・・ 'Sat'たる焚l丈一初存在の根源的な賞受鴎および動力回であ

りながら，無量の劫波を通じて宇宙万物に遍在 L，万有万象を内刺しながら君臨する不生不滅， 自

由白-a，万総会宅f，無尽絶妙の善美徳を本然佐賀とする霊我(営魂)であって，万世の我物事象の

太極的な存在である口一愛する我が子等よ， -{刀劫界の間間以前に絶対存在(者)のみが単独に水

存していた。 この交は， ある日寺に白からこう念じた。「吾れ，多我多物として生まれ，活況成しよ

うJ。そして，宇宙万有の原始根元を創造した。…我が子等よ，生起しながら活現する一切の世界

とその万有万象が，永存者たるこの「存在」を本源とし，議養主としながら， ζ の存在に全面的で

必然的に依存するものである。 ζ のうとミそは， 太極の存在であり-{刀有の無上霊我であるJ

[~~~~，:~~P~rJJ~~~~n~a~'l ~'7'fv ? ~ J (1へTaitt!'i戸 Utanisiid，1l.6，I.lY23 
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[!L惇なき隠現の !@)Jを本然性質とする絶対的な存在;とるこの党が，…切劫界とその万我物事象の原動

力国(存養因，養活凶と j と同時に原頁量凶であると L寸訟理について，フ マーヌジァはJよLに一二う述

べている G

rc我ヤの)聖典とその言者註釈二芽比Tpallisads) が教示する処によると時 党が白分を宇宙万有とし

てf見えし化育寸る故に守一初有の原雪量でありながら尿活力図(創世主であって万有の存養主)で

もある。この先は「吾れ万我万物として生成しよう」と望んだ後， I彼は万有として乳成した」

〔おCíÞ.'~ ~Ut;河川〕と聖句は明確に記する。 これは， うとが万世悉有の究極的な生み視であって， それら

の諸活動の基盤と根原的な材料であるという;意味を示す(友成であるに よって，交は汚現点しな

がら自分の妙身を宇宙万有として化育し，展開せられてし、る。 換言すれば， (狭義の)交のみがー

初有の本元的な活力尽であって，幽玄で掻{放の先身が万有の原質量因であると教示されている。宇

宙開閥以前の先身とその、吃対不可得心(先心)の様態を万有十イじの因位(至極国イ主にイ主ずる先身)

である。と ζ ろが，交は， 自身の太寂無対の状態を自力で打開し， 問胡万イじし始めて以来，現世の

万我物事象と Lて今日まで活況成し続けている。 これは先(の活動とその顕礼)の采イ立である門委

するに，交が乳tま万有として活現点し可 (先身の虎相である)この宇宙万物の本来質量であって，

究極の創造主と普逸養濡カでもある。 この見解l土，万有理法と正論法にi遭う教言えである~(!九

斯〈て，ラ}マーヌヲァを初め，現代のヴイシスタードヴァイテインも， I絶対無尽の存在力」ゃ

「絶妙 +~i まりない生命力」を一切世界，その万我物事象と万徳形態の有台と何市中目の窮極的な ÎT.IJ町地お

よびその実存の本末因として理解する この「存命J(昔日こそ 刀世万有の匹惇なき霊我や

絶対絶妙の自立実体と称せられる狭義党の本来自内性の根本大徳、とその妙機である ω この先力は--1;)J

の我物事象の存没万化をあらしめ，活性化し『養濡する原動力同であって，党と万有森維の依存諸相の

17主主力でもある o .rJiにL 党と宇宙万布の同呆的な舷イr関係も，党身たる 切吐界における¥ 切有

の松布心)の完全自由な活現によゥて必然的に生じる連結として見倣されている。

② 宇日間関口、部の党の妙患を論ずる「党力指養説j。

ヴィシスタードヴ 7 イタによると，万ttt千界とその万我物事象の顕密諸相お上びその凶果的な活現成

の経過においては，大別して，絶対太阪国たる党の RII つの実存様態(手ミイ子の )I~程，実存の経{立 j ，党特

具の活況の性能と実JJi様相の四段階 (1)じ11立却四段又は，凹段目IJ四態)が誠号iJHl来る。よって..-1;1)存在

の実存とその活現成の経肢を区切っている「四位|とは，第一，党我物事象(狭義の党とその身相，又

は，広義党の心身の二相一如の世界)の「幽玄大寂1iLJ(即ち，玄劫期や空劫期・ 121Jなs~~~~~i~~e vel )。第

二党と宇宙万有の[J;目的な活現成の「生J&:主導型の化育1i!J (即ち，成劫期 -r;?;γ二)。第

今、党心身の因果縁起(10な活現成のi:導型の化育(即ち，還劫則べやj士壊哀劫胡 p忠註l::r7ゴ士+pl巳
→そ?して第四に'空成壊劫の三期を泌徹しながら超越し j通盈和しながら透』脱凡サる狭義党、の絶対卓越自的句な担秘、

蔵界，永遠の不可得性と絶妙極まりない自存自立的な「活現成の永遠盈溢位J(即ち，党の無尽無極で

不可得的な白内性の生命神秘)の事である。
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「極密幽玄の位J(12)とは，党我物とその徳力実態の玄劫期，又は空劫期である。その時期に，一切布

の本末心である狭義の先は，本来附|玄，霊妙で神聖の極まりない生命本力， 匹儒なき千詳専克徳の1先か知1印庶1，、)尽式品校;と

i持宇然白立で杯

でi陪主現的な諸相[は4ム'玄[空)劫期においても司狭義の先に依存しながら，権めて幽微，精妙，無定相と

定全静寂を自性の実態とし，党)jの妙用によって，全面的に小i舌緩慢の係態で存養されていた。土って，

絶対太寂で不活緩慢の状態とは，狭義の党とその本来身の絶無，同時有無，同時虚実，無性や無自性，

完全無相や1nt自性のj軍沌，もしくは庶構的な化現や虚幻でなければ，全両的に徹底した無為，不動，無

機無力.古全不能や tp~純然たる生一本の実ホーて、もないc 更に，ヴイシスタードヴァイタによると，当

時，狭義党の他に悟知的な我物が活現せず，党身においても 精神界と物質界の聞や現象的な区別差異
しん

も全くなく，虚無に近い寂滅主将対に住じた万物の枢俄原質量と万技精鰻の未開で無定相の)則壬(金卵形

成以前の状態)しか尖存していなかった。一方 玄劫期(保持品)であろうと，成劫胡，還劫閉や空

劫期(議院需品高品)であろうと，本来不依で自立的な狭義党の舟存力の妙機(党の生命力)のみが，

一瞬も途絶えたり休息したり，又は，衰弱したりする事なく，絶対iWi擬で不可得な生命力として，無間

断に自己存養的な活現成を行ずる〔党力の斯くした妙機こそは 一切の劫況と万有徳)Jの本末因縁(原

動力国，存養力因と通総力因)である。逆に，この白己養濡的な活現は，一瞬でも断絶したら，狭義の

党だけではなく，広義の党たる一切劫界も即時に必然的に絶滅する(党我物事象等が非実在・ゼロに転

ずる「転仕入無J，I中J;光成無J)。更に，党身内Jw、分別一如何Jな妙態という在り方は，党日体とその身体，

まして，万我物聞の天然的な無異同 γ 特に，発我物の性質徳力の本来で全而的な生一本性を示現する

(とし寸意味)のではなし、。この無分別一如や幽玄大寂と称、ぜられる様態(在t¥1:)に住ずる究身とそれ

をせしめる党心， 史に，究，万 1止の Jと開原日比と原質量は，本然自性 (fi; を党，霊我~主我として.物質

を物質あらしめる徳力)を永遠を通じて異にするc この本質的な差異は，虚無化したり虚幻化したり，

又は，虚実に転じたりする事がない。ただ，党身の静寂緩慢の時(こ.狭義の党が，一切の現象的な活動

を砕黙に世まる所為で，党の他にi削、日の能所ある定成したヨ汀比もなく，党身の超現象的な構成要素とそ

の差異も現世心眼によって直接に感知する方法もないため 党Jli:物の差異がないという謬見は生じる。

しかし，精妙を極める党身の精神的および物質的な混i命一如態でさえ， ~舌現と間関万化の能力を潜匿す

るが，その幽玄的な能所自体も， )失点党の妙問によって党身形而上界 I非現象界)の一曹として存安さ

れ，絶え嗣なく盈j議されている。こうして，板微で幽秘の状態に住ずる弛身は，狭義党の本然実質たる

実存(生命)に参ずる世界である。そして，党身の精妙で大寂緩慢の位は，一切世界とその我物事象の

質量酌な原歳であって，本来の党'IJ出である( 一万，狭義党、特に党の山存自立力， 7)J，1、仁栄福で出しち溢

れる生命)Jとその妙機は，党身実存とその無量様態の太極的な養活因として位置付けられている。

要するに，狭義党の自己とその妙身を存養し (pananimatio)，万遍なく内制しながら通和 (pancratio)

する科秘閉まりなL、生命の妙機が，万我物の絶妙で幽玄大;r誌の位においても絶滅する事がなければ.一

瞬も休止する事がなv'とし寸見鮮は，ヴ fシスタ←ドヴァイタが提唱する先観の根本教埋の一つであっ

て，通論であるい
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党の創造的，イメ養(10と君臨的な吊現成を論ずる「党力三大行説」。

先身の極微剛ヰーで主山的に不1舌緩慢の玄劫(空劫)WJが終末を迎え，その同閣と共に党心耳然で無償

の寵愛によって本来身の妙蔵界に変化が生じ，党政物の顕然たる活現成の時期が訪れる。そして，狭義

党の完全に自由で利他的な恵愛の念によって開始された先身の顕密的な活現成において，開閉， 1)彰納，

F上手E病苦，増減，述11善悪，美醜ベコ争干11等の勢力自E0fはよ見支し，指導の主副を分ち合ったり町交替し

たりする最中に， 1己Jjlhxの天然的な展開のJII買逆，進退示精粗，動指，内2T，陰陽と需物写の1立を

競行する。創ill:の意旨を出発点とする党力(党の生命)の遠心的 UU_lG化育と精進の)勢力は先頭で優

位に立ち，開始された先我物の顕然たる活現成とその経営流向において，主導権を握ったままで，当時

のft身妙界を構成する万我の幽玄で極間六寂の原住と原物質のi替能潜fIOを滑件化しながら.全明党の多

f長多冗化，個別化.うj'~1j化，膨張，同大隼歩，開放と転注河悟の形而上下 1'10 な発展，充

しめる。それは， j沈と{J北比物の遠心的なj吊古現H氏j比よのf優憂{位立，生成化育主導型のコスモス化であって，万我物事象

界の成劫朗(開華の絶頂)と称ぜられる。

一方，宇宙万有の全面的な隆盛の絶頂と膨縮生滅の均衡を境にこJ唱3"全体における支配権の交替が行

われ，党力の求心的 L壊滅的)な勢)Jは段位に立ち， を取る事によって，万我物事象与の弦達向

上にフレ←キがかけられ，間関，起減 J曽減，迷悟，普患や予和等の均衡が仏:々に崩れてL吋。その結

果として開問より閉潤，生成化育より死滅，増大と精進より滅小と退化，そして，活現成の拡大と徹底

化より，その解体，縮小と鎮静化の勢力は，一切世界とその万我物事象を，間関以前の如き極微精妙で

大寂終慢の状態へ誘導 Lながら操鞭するミこれは せ我物の求心的な所現成の優位でまち勺て号越元

的活現主導型のコスモス化， )くはー万我物事象ぴ)J宍劫期(華満開の散乱)と呼ばれる。よって，

焚我物の顕然たる活現成の位とは，允生命の妙機による党身の全面不活で極微椅妙な状態の問璃であり

ながら，党力の露顕的な活現成の開始(創世.creatio mundorum)，万我物事象とその万徳形態の千差

万別的な多像化と，党力の生成化育的な勢力を至極の基盤と本源とする存養的， i，C"徹的，内制的および

通和的な活動(成劫間ja;;江口~~) ，そして，一切有の生成的で向上的な強民の減縮，党力の有1)j主11ワで養

濡的な活動の鎮静化および，党力の解体的な勢力の主導による万我物事舎の微細化と隠静化(;宝劫期・

~~f~::~~ti~lio )の事である。

ヴィシスタードヴ 7 イタによると，視Ijり知れない情悦の栄福を享楽している焚は，永遠無尽の神明に

おいて，ある時に，幽玄極微で未聞の妙身を万我物事象の世7Fとして現成させる事の意思・神旨を自由

かっ情極的に， -1;記ぴ〕立IJく表示した

『吾れ，無量の存在となって，有常の万我と無常の万物として生点化育しよう(おお沼，ffa)。ー

そして，宇宙万物ロ)発現，変化の千差万羽と先カの逸;品川欲的な存養にも拘らず，万世悉有ロ)本然

自性心たる党自体にはさEましくない彩響が一つもな¥.'J: 

『吾れ，前九劫期と同様に今司も，多名多形の有情と無情から成'J立つ世界を我が沌身として発

Eえさせようかj<叫。
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『極小のえ成や罪悪の影でさえ永詳し，真理だけを忠;きしながら万善を点し遂げる万能を初め，

E量得なさ主主ぷ無縁の徳カを本然性質と L，一切の太極凶縁である(狭ゑの)先lま白ら「吾れ，万有

として札成しよう」と意望した。そして，党は，地・水・火等を構成え素とする万世万有とその関

係を先法(先の本然理法)に遵じて創造した。更に，宇宙万有の最高存在である神祇を創造した。

万有の営魂となるために(極安幽玄の様態にイ主じた)万我(の?i、思)かJ志性化され，支報道理に道

じて，前世の白業に過した?i、質量?と結合する事によってそれを白身とする この先ミそ，万我の白

内祉を決定し，その内需IJ我となった。支に，先lま，神祇を初め，万世万有とその千差万別をあらし

める本木因であるJ回。

『万我に内イ主する党は万我の内我であって，万我を白らの身体とするにも拘らず，万我は彼に気

付かない。 しかし，彼はー初の個我 ct試'Jftるそう拘)を永遠に君臨する。彼こそ， 汝(と万手足物)

の永遠の内判手主であって，不滅の大我(大営魂)である。(大地・水・・火等向上)ねBr7V戸ー〕れれ〉

rcー初存在の大魂塊である狭義党が本有する身体においてニ面白二層が見わけられる仁)下位身

とも呼ばれる先身の下位層が本来無機非情の原質量から溝正えされているが上位身とも名づけられて

いる先身の上位層が悟智を本然性質とする万我から成り立っている。上位身たる万我の悉くが営魂

として下記身たる原物質と絡会する事lこよって，それに生命と活力を授け，活性化せしめながら原

物質の札成とその形態、を決定し諸活動を維持する Iえが身の上下層ば，各i茎劫末に極微在住I玄で

不i舌緩慢の効活たる空劫期に両hえするが，新成劫.)!J]の太初 C4.320.000.000年間置さ)に再び吾れは

我が身の間同，活札と万イじをせしめる。…吾れと我が;Ifの精神的および物質的な面共に不牛不滅の

真相であると知るべき」。…玄(空)劫期における先身の性質徳カミそ宇宙万有の胎蔵界である。そ
グ ラ ー マ ー シ ダ

こに一原始金~rJと称ぜ、られる万我の極微妙脹が据えられる c それミそ，一初劫界の万我物事象

とその万変千イじの完極本地(本末的な素材)であるよ1';')

一切有の無極自内心たる党の「吾れ，無量の存在となって司方我万物として活現成しよう」という神

旨は，万我物創造の開始とその活現成の養i需を意味する。神意の表示と共に，自存自立有たる党は，本

代性匿とその万Jfjlに法って自由な寵受何故に，自らの妙機に凶って党今の大寂緩慢の状態を終結させ，

宇宙の間関，万我物の生成と没j成予が開始される。先ず党は，全面的に小ii5緩慢で未現iL正自相の原質量

(prakrti) の中に極微州玄で無定相の万我原佐¥hir"，wa，a，'bh" )を興し，活性化しながらその拍神)Jと活現

力を増強する。更に，党力は，大寂緩慢の状態に住じた党身の物責的な原素材を刺激L，

膨張，分割，融合，転変ミJーをせしめる。それと同11寺に，活性化されて行く万我の前世白業(特に為し遂

げた善悪の果報)に信じた物質の柿と結合をさせる事に因って，無量劫界にほぶ生死 j首減. i見合等の

な変化を行ずる n 要するに，庁我物事象，その}J{車千力およびあらゆる実存形態と変化を志I床する

一切劫界は，自らの隠然白 1)']心である狭義の党を太極の動力因としながら，党身の絶妙で大寂緩慢の形

態を至恨の質量因とする。換百すれば，現存する宇宙万有を初め， ー切劫界の投物事象とその徳力)j1ヒ

は，玄劫期に性ヒナオモ身(の精神層ををす「万我の恒常全卵jと物質屑の素材なる「妙杓の原聖量」の)
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うミイ子， と同時に，その本然自内性(又は，超徹霊我や絶対大魂醜等)

の異なる様態に過ぎないとヴイシスタードヴァイタ 'T~i)(( はj二長する (18jo

怜 99 

られる狭義党の'I<活現成

党心の中で、'j'_じた創世的な吉;趣と党身の万我原匹内の初変化と共に始まった A 切世界の自然発展は，

復雄に絡み合って共存する生死輪組，起減の流転，時縮の進退，凝融u'E干リペJ隠顕的な有常と無す了。世界

であって，究から切り雌す事が出ぅk:ない多種複流的なtt行(党の活現成)である。究我物の町略的な活

現成の峻別不雌で絡み合う:つの主流とは， ー方，調関，生成，膨張や増殖等を主導力とするi舌覗I&:，

他方，それに逆流するように見受けられる開聞，俳体，死滅や減結等を主導力とする活現成である。更

に万我物の生成化育的な発展を主樗寸る活力と万我物の解体縮減をミt~草する力は，排他的でなければ

共存し得ないのでもなく，狭義党の叫んL梨i、極の本力を本末 l本源・活性力と伺処)とする 111芝別不維で異

性|μj質的な勢力である J 一方，この両)j泊動の均等不均等は，党身の1説法とある宇宙万干1の逗印とその

経過段階を決定する。斯くてp 党力の遠心的な妙機を第一能動凶とする生成化育力が優位で主流として

ー切世界とその万変千化を i二宰する問に，党力の求心的な妙用を太極因とする解滅的な勢力は副読Lとし

て次第に増強して行く 両力の景が均等に達するまでは.党力の創世的 1，pancreatio) および、作養的

(pananimat肌叫 義主年)なi舌現成の陸時期であって，万我物事象の大盛栄のW¥節でもあ

る。一切有のこの様態と発達の経過を[成劫期」と呼ぶ。

やがて，党力の遠心的な妙用を発生地とする万我物の進化力と，党力の求心的な妙川を本源とする jコ

我物内縮j威力は.間管(ごして形而卜下的な活羽成の均衡時，Q、を境に，万世千界における開閉，'t死，融

~;!や進退等の万食 Hじの均衡が崩壊し 会切存在の主宰}jの交替も自発 11り;これわれる。これに凶って，

j主義光以外の万有とその変化の世界においては，生成化育的な発展が佐々に以縮しながら副流と見聞し

ているが，解減力は次第に影響を拡大しながら万有千化の主勢力として，その発展と経過を統括するコ

それは， ft力の全機現ではなく，創世的な活躍の鎮静化と隠静化の時期であるが，一切有を通総しなが
、
レコ L，更に，摂間|析で内外的(二万イ]を君臨 (pan仁川Lio) する究力の本米性において滅椅や展減のカ

ウでさえ認められ何な \;:'0 この様態を宇市万物の「還劫!~JJJ であって，ヲミ地万有の開闘以前に酷似した

極微幽玄で全面的に不活緩慢の状態を究極目的とする一切有の発展である。

結局，究)Jの求心的な妙機の主導を拠り所とする一切効界とその万我物の*iiti上下的な降!女化 微細

11~ とは現の鎮静化は，万有世界の絶舟化でなければ，忠実化や虚現イじでもなく，狭義党の神泌 tfx まりな

い生命力によって必掃されながら犯まず詫持されるす七身の非現象的で大従緩慢の様態(，空去})期J)であ

る。その時期中に万我物の活現成が全面的に停止するが党力の活現成自体は，その本性において変化が

一切なく，隠静化するのみで、ある。斯くて，狭義の党は，その妙身の真相において万我物を享受する究

極の悩蔵界(究illf，(j)目的地・至縁。)奈界)であゐ J

④ 創妊の究値目的と究の無極悦楽を論ずる「無償忠i愛説」。

無限で無尽の徳力能所を本然性質としながら完全無欠で不足の気配さえない永遠の慶福を享楽する先

は.何時でも，何処でも…何でも好き (Lかし勝手我僚で無責任という意味の行動ではなく)なように
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創出したり，起減変化をさせたりする事が出来るのは11然である。ーカ. →切の善智と，111.1:限の栄福等で

盆ち溢れる党lま，内外的な必然性や万行の普遍原理たる i莱法j的な必安性も全くなく，自ら自由に創

世等の如き顕然たる活現成を意思した (i吾れ， 多者多物として活況しようJ 以ヤ n.6.1，C加山町，

以来， →買して忠実に白旨を実現 Lながら達成しようとする究極的な目的(~官日毘L:亡tn:μムdよJ主Jよ;;斗Lμzalμd品叫山lJ凶川](

問閤ミ等李の輪廻の卒宅極血口的) とは，一体何であろうか l はっきりしているのは，万我物等が出現しでもし

なくても，党、自体Jくはその慶福享楽の本性に損益や増;11な等の如き変化がゐ切ないという事である。

ラ←マ ヌヂァを初め，ヴイシスタードヴァイタの哲人は，万111:とその万我物の創造，無間断の存養

と各大劫末の隠静化の究極目的を全面的に自 11Iな意旨，無償得で利他的な恵愛より生じる自現的な創造

auzt;l;Jρlilt山 i と同時に万IIの完全な解脱(lIIoksa)であると副ている川

、の「iiia;Fra-JJ(lTilt午)といろ語は， I純粋な遊戯」と直訳される事もあるが，党が楽しんでい

る|遊ぴ]とは伏して，二十世紀の放持した政商界に流行している公止，人催や正見学の利他的なE道

を踏み殺す私利私慾主義的な行動でなければ.記〔因縁や何の目的もなく偶発した遊戯とそこに生まれる

快楽でもない。この遊び(とその時に生ずる慶福と悦楽)は，無極の慶福を永遠に享楽する究の生命と

その徳力，特に LJ由意志と創作力の分ち合い，天然tJ'Rとその理法に通する万我物の諸出現とその成果

および、，党の無償寵愛を本源とする万我比済，その通常の道と特別な顕現・ iヒ身，催化等)

という先の形而上下的な公現から生じる党の大悦楽(慶福極まりない悟悦)である。更に，党の自現的

な創世，その無間断の存養と特別な顕現から生じる党の無尽恨来，党我物一如界法(務執主~)に循

ずる万我物の生成化育と死滅万化に伴う苦楽，および，万坊の壊滅後に予定されている万我の向己完成

作主全な解脱，王福歓去，党と万J足の問問的な合一)は，党が設定した剖世主の目的の表裏であって，

先1J.;r本末とする克品物情現成の異なる側面である。剃〈して，創!吐とその侮雑な化育から生じる党の

自己悦楽と栄福 (32rttrh) と他者死後の主制歓書(~:r:=~~~~)は，調和的に両立しながら，党我物の存

在的な依拠，縛とその究根的な日的牲の本来合流的な性質を示現する。

)j， 党のヱド来F宇治向力的な活現成には，主として次の)，長が識別されている。一つは，分別主!lをもっ

て犯握出来る現世万II物事象とその万i士、変化の世界‘引きえれば，党力による党身の多極多燥な現成

とそれに伴う党の自己悦楽の世界 (1123出足立;;t:lJjica)であって，党の至福栄光の三分のーを示現する

世界である。も一つは，現Ul的な悟知で僅かしか垣間見る事が出米ない党の無極主秘で絶美の自杓心の

開業と栄福の極主りない自立的な活現内IIt界 (;Z21111JtrL)であって，せの至福栄光の三分の二を

しめると言われている。更に，賀;の円内心的なj舌現とその栄福は，一切の面において不中不滅にして無

担加恨の神秘と至福歓去の世界であゐ U ー方，党身のi古現t;Zとそれにi半う jょの慶福は，光の由民意望を

出発とし，党心身(広義の党)の本然行法に遵ずる党力全機現の A 相一面であるが， Wiくした党行とイf

限的な悦楽は，党の本然性質，特にその神秘と霊妙の極まりない党心(狭義党)の秘蔵界とその無限永

福に一切の悪影名目を及(主さない。宇'I~-í万有の創造とその諸活動に伴う-;?福と散喜は，党Jしの ~IJ、限無極で

超徹I'I~ な活動と至福歓;さを本末とし句その妙行，至福と永遠に超徹的な通総をー瞬 A寸も離れる事が出

来ない党心身の徳力能所の有限的な顕現である。ラーマーヌジア神学の権威である米国の神学者カルマ

ン・]，sは，倉Ij世の目的と党の向現的な意旨について紹介する多数の丈を下記の如く J友卒する。
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『先の意1]i正的な活動は，交の「遊びJ(出ん)であると同時に利他 (~~;h;) を日的とする。 しかし，

その活動は，交が未だ有しない何かを得る為に行われるという意味ではない。・・蜘先が--t刀の主事然;意

思を昨今で無間に実現する「本来完全に白己満足する者J(!~7:-)である。だから，活動と自己満足

(，同楽)を， 目的とする活動をしないという断見ほ根拠がない。…一方，万我万物lま，先行の目的

ではなく先行とその悦楽の方便(土具)と材料である。…斯くて，査1J1:止は，先ず第一に利他の為で

はなく，万手元物事象とその万変千イじという(先身の実存)様患を通じて， 先が享楽する永遠福の

雑然で、白発的， 白礼的な白己満足を第ーの目的とする党行である 日・創世が万我物の真利に反する

交の不公正、で戎虐な行為であると詐もが不平不満を言う亨は出来ない口イ苛故かと言うと，先は， 1!司ヤ

の手元を， その下方生業に返した身体と(因果縁起j去の業f去に順じて)結合させるからである。それに

よって，交の創造がある意味(面)で限定されるが， これも又ある意味では，先の定1]i丑的な「遊び」

が無目的，無秩序で混迷した偶然の出来事ではない事を示現する行為である。…史に，交の多種多

様な権イじゃ化身ネ)も先の白由な意旨による創造的な「遊び」の一種であるが，彼等は「世を

救う為J(万我の究極目的が達成される為)，時と場の必要に J;&ずる特別な手段である~ (20)。

更に，万我にとって，究極の目的である万我の党との神秘的な合ーの会得も，創世的な行動(究の顕

然たる公Jllと活動)の主旨に含まれていると云う事をラ マーヌジァは?パガヴアツド・ギーヤーの正

釈書で， ド~Cの如く別ノl'する。

『万我を iきした身体と結令させる事は，党が好んでする寵愛の行である。何故かと言うと，万手元

は現象界での活況を迅仁てのみ，存在の楽みを味いヲアド迭の乏福を会得出来るからである。...長l]i壬

開始の時に無比無上の主ナーラーヤナは，未聞の原物質との縫れおよび無名で無定相の存在として，

先内に潜在していた万我が活況出未ず， 自己定成(完全な解脱)とう万我の天然目的i主えの見込み

もなく，非知覚界のみに過したモノであったと御覧になった。そして，無償のる愛:に動かされたナー

ラーヤナは，万我を活性イじさせ， 出現させながら，存在の目的である完全な解脱と他の目標を達成

する為に，先，神祇と人間の親交の方便である儀礼を設えした。…物質も万我が苦楽の体験をする

ためだけではなく，万我σ)ラ己全な解脱を得るための土呉である』

又，異なる同点、から見ると，一切の存在は党身であり，党ぴ〕栄光と.l!¥日浪無尽の君臨を現成する折、県で

あるとラーマーヌシパ土述べている。

『一切の有は，その生成，存続と活動において私，先に依拠するJ(~1/]la~:づ〕というえを「下位の

被造物を超絶する万神，史に，あらゆる神祇を逢かに越える最高の君臨主たる交のみは，万世万有

を隙悶なく逸徹 L，内制しながら通総する。この先だけは白らの本牲とその徳力を無量に普現，する

事が出来る。この普況は同時に宇宙万有の君臨を意味する。…無限怠愛の主 (Bhagavan)は，究

極的な真我としてー初有に内在しながら万有を内制する。…無上の妙格神であるミのパーガ、ヴ‘ 7 ン

は， 欠如， 不;争や罪悪と全く無縁であって，匹イ専なさ徳力を本然性賞とする存在である J~ (22)とヴィ
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シスタードヴ‘ァイタは主張する。

三.ヴィシスタードヴァイタの「大行賛説」と「万有有限説」

① 絶対不二一元論的な「無明説jとその批判の要点。

市色村不二一元論学派によると， I無明jl白)とは，本来，無性無徳差で単一純然たる存在(党)，万我，

万物事象，万変千化と多種多様な徳力の世界として虚構しながら化現する虚実的な活現力である。無明

の本然性質において，下記の二層(次元)が識別される。

絶対で生一本の真実を蔽掩し，それを党我物事象等として虚構する気根力(真実を万遍なく蔽

塞する虚実的な力ニ)

虚現界の一ー員である万我 特にその虚幻的な機能(感知)による絶対的な真実の虚偽的な把握

。

この無明は， J二{\~党の本性的な要素でなければ，持ち前の属性でもなく，上位党の単一で純然たる実

在の無性無徳差の世界，その緩慢無為の大寂と無対無分別の真相を隠蔽し，ーー切劫界の万我物事象を上

位党に依拠する実有の世界として示現しながら 上{\~党を世界を隔絶した本末悶として見せかけ，本来
小んえん

無生で欺惑的な機能を有する虚実の気奄力.i舌現力ニロ)として把えられている。無

明の虚実性とは，無明が実有でなければ絶無でもない，固定した普遍の実体でなければ非実体でもない，

虚幻でなければ単なる幻覚でもなく，同時に，有と無，有常と無常，精神と物質の特徴を本有する極め

て謎めいた存在である。一方，その虚構的な性格は自明の事理であると言われる。それは何かというと，

木来無↑牛，無自相，無f，~差で生一本の存在をして活現する党，万我，万物と現象として医別し，各々が

本牲を異にする別々の世界であると把える無明の虚偽的な訳気力である。更に，万我物事象を先に依存

する実在，精神と物質を本然で、永遠に異性的な世界であるかのように見せかけ，万劫万有の非実在性，

無向性，全面的な無常性等を，蔽晦する無明の本来自然で隠蔽的な活現力(機能)である。一方，人我

を初め，宇宙の万我は無明の不思議な容態とその働きを常に体験するが，無明の虚構的な活動によって
せい

各々の霊我自体も現象界の一員として成立する所為で，無明の虚実的および虚幻的な機能に気付かない

だけではなく，無明が一切真相を蔽奄する事によって，感知的な有常や無常を誤って，実存する多種多

様な真偽，正邪や善悪の世界として把握する。しかし，無明の活現の結果であるー切劫界の我物事象等

を絶対不二一元論の心眼即ち 無分別知をもって通徹すれば無明による真理の蔽い隠しと感知的な

歪曲が解除されるとアドヴァイタの哲人はー貫して主張する。そして，無明の解消こそ，万我虚現の究

棟 H的であって，解脱の境地 (moksa) そのものと見倣されている。

絶対不二ー元論が唱える無明説も，当学派の党論(高次党・上位党)と宇宙論(低次党や下位党を初

めとする万世万有)と深く絡み合う事は明らかである。アドヴァイタの党論における「唯 実在説j，

「唯一実体説jや「無性無徳差説J，宇宙論における「万有虚実説」と「岡果虚現説j，更に，当学派と

幾つかの接点を持つ仏教系のヴァイパーシカ派の「ゐ切無我説j と「一切無常利那説j，そして，ヴイ

シスタードヴァイタによる上説の批判要点および自説の主旨を既に紹介した凶。

アドワイタの「無明論Jに対するヴィシスタードヴァイタの批評を述べる前に，無明の中身と何らか
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の関連を持ち，又，その側面を無明自体と誤って同一視されている様態や概念意味の根本的な相違をヴイ

シスタードヴァイタの最高権威であるラーマーヌジァとヴェーンカタナータの見地に立って指摘する l乱。

「絶無」と無明。全き非存在である「絶無J(tuccha) は， 命切の対立，反対や対待等を除外するの

で，当然，絶無を掩蔽したり虚構したりする存在がなければ，絶無が虚現したり起滅させた

りする存在も有り得ない。更に，絶無は，同時虚実でなければ，同時虚実的なモノゴトも生

ずる事が永遠にない。よって，絶無は無明でなければ，無明の本末因等もあり得ないという

事は明らかである。絶無(完全で全面的なゼロ)は実存しないからである。

「虚実」イ有無」と無明。「実有であると同時に同次元において「絶無jであり，又は， I有jでな

ければ「絶無jでもないという第三者たる「同時宿無」は，存在の次元においても，論理の

面においても両立不可能な事柄であるから実存し得なしミ。更に， I真実jや「実物jでなけ

れば，同次元において「虚廓」ゃ「空虚」でもなく，又は， I真理」でなければ，同次元に

おいて「虚偽jでもないという第三者的な「同時虚実」の如き世界 ' Ŵ ，dUd'.，dW  ) は，お互い

に排除し合うから実存し得ない。荒誕無稽の概念に過ぎない。

「有常」司「無常」と無明。唯 J で隔絶的な生ー本の実在たる上位党自体は永遠にして全

面的に不変の実体であって，無明の影響が一ー切受ける事はない。ところが，無明の虚実的な

自然とその虚偽的な機能は，上位党を無量世界の万我物事象として現成せられるだけではな

く，党の真相を虚現するとアドヴァイタは観ている。しかし，上位党が永遠有常にして無対

無為の実体であるのに対して，一切世界の万我物事象は絶えず変化をするから虚無であり 3

又は虚実や虚構的な世界であるというアドヴァイタの論理は，万代万人の存在的な経験を無

視し，その常識と論法に惇る見解である。一方，ヴィシスタードヴァイタによると，有常も

無常もお互いに排除し合うのではなく，実存する究と万我物の異なる次元や真相の存在様態

であって，同時に共存する属性である。有常だから無明と無縁であるが，無常だから無明の

市Ij約を受けて虚無や虚幻に変成したり，虚実化したりするという事は言えない。更に，無明

と無常は同体異名でなければ，必然的に一体をなす不離のものでもなく?万我物事象の天然

的な有限性の一面であるとヴィシスタードヴァイタは主張する。

「知識」と無明。絶対不二今元論によると，人我とその機能である感覚，意識や知識等は，無常界

に属する以上，当然，無明の虚偽的で虚構的な化現である pratyamatvam )。この条理

も人類の存在的な経験に反するものである。更に，この論理に遵じて考えると，あらゆる知

識の真偽，論法の正邪とその上に立つ現代の丈化と丈明の実在性と信用性等は単なる虚構で

あって，価値のない空言に過ぎないと認めざるを得ない。

今度は，アドヴァイタの無明論に対するヴィシスタードヴァイタによる批判を四項目に絞って，その
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主旨を説明する倒。

先ず?無明の「本源J(asrayanupapatti) のことである。アドヴァイタによると 9 虚実的な無明は，

本来大寂無為で無性無徳差の上位党自体を絶対に蔽塞する事がないが，その「虚現j なる~t;J)世界の万
えんぺい

我物事象をあらゆる次元において必然的に掩蔽する。しかし，ヴィシスタードヴァイタによると，無明

の本源と本地を説くアドヴァイタの立場は非常に暖昧であって，矛盾する面が多く見られる。ヴイシス

タードヴァイタの反論は，無明自体の同時虚実性，その活動の虚偽性と虚構性の 9 上位究との関わりに

集中している。

先ず，上位党のみが唯一無二の実在と認めるなら，万劫万有と無明が， )，)主主的な存在ではなく，実存

しないと認めざるを得ない!次に，アドヴァイタ的な無明を上牧党白顕の「自縛力j として認めるなら，

上位党を大寂無為で無性無徳差の存在として認める事に無理がある。そして，無明を本地とする万有万

象の善悪，美醜，迷悟や様々な欠暇も当然に上位党と切り離す事も出来ないo 方，アドヴァイタによ

る日立党が~t;J)世界を永遠に隔絶する無性無徳差の実在である。更に，もし，アドヴァイタが主張する

ように， 日立党が本来全面的に不活緩慢の実在であると認めるならば，党の白顕，白らの活現成，宇形，

無明の虚実性とその活力の虚偽性をば， 上位党と全く無縁であると認めざるを得なしミ。又もし，アドヴア

イタが主張するように，上位党が真実の存在であると認めるなら，少くとも， 上位党の自存自立的な白

内活動(党を党たらしめる本力・生命力)を認めざるを得ないし上位党のどんな活現であっても，そ

の結果は，絶対に「虚無jや「同時虚実」になる事がなければ，自らを虚偽的に現成したり虚構したり

する理由も全く見当たらないとヴイシス夕、 ドヴァイタ・ヴェーダーンタは観ている。最後に，宇宙万

有を無明の本源として認める事も出来ない。何故かというと，アドヴァイタによると，宇宙万有自体が

無明の虚構的な活動による H立党の虚現であって，党の超絶的な真相の泡影的な化現として見倣されて

いるからである。

第二に，無明の本然実相界 (savrupanupatti) の問題である。アドヴァイタ的な無明は，永遠無生に
ふんしん

して非実体的虚実性を自然真相とし，その気根的な機能が上位党の大寂緩j慢的な無性無徳差を蔽掩しな

がら虚実的な万投物事象として化現する。更に，無明のこうした気根力は，虚構せられる宇形(宇宙万

有)を内外的に限制し，その諸活現を束縛しながら汚染する普現的な悪力でもある。しかし，ヴィシス

タードヴァイタは，無明の同時有無的な性質， I思蔽的，虚構的や詐善的な活現力および出現した宇宙万

有の虚実的，幻影的や虚偽的な性質が，存在の理法(実存の原理)，人類の存在的な経験とそれに基づ
せんば〈

く普遍論法および上伏先のアドヴァイタ的な理解にも看るから実存し得ない世界と見倣し舛駁論として

斥ける。

先ず，存在と絶無，実存する事と同時に実存しない事，存在でなければ絶無でもないという第三者は，

その中身において，相反するだけではなく，お互いに排除し合って同時に両立不可能な構成要素と性能

を本有とする以上，当然実存しない世界である。次に，アドヴァイタが解く無明の「虚

実的Jな性質という概念も，万代万人の経験，把握と検証の範囲外にあって，精議な論i去にも反するか

ら，謬見として掻斥する。更に，上牧の党が非個我的な唯一無対の実在であるとすれば，非有であって
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非加でもある無明は，上位党の本然実相やその一[(iI (無生無徳差の存在には部分がない!)を誠掩した

り，汚染したり，又は，繋縛したりする事は出来ない。虚実的な無明も又， 上f¥i:党やその一部を，非実

作でなければ非虚無でもない虚幻の宇宙万有として顕現することも有り得ない。しかし，もし無明には

このような果を生ずる能力があったとすれば，この無明は，同時虚実的な試問力，気有力や幻i包ではな

く，上位党の能力を越える善悪の性質と性能を有する絶対的な実存である(戸山LT) としか考えられ

ない。 それに川唯l惟仕

影{像象に変容する串半iも1忙ti法土に↑行?宇，る O 又， 性買とその徳差を有有令しない市純lむE日1粋キ実f在!ピ:たる上f位立の党党、は， 自己を

したり，限定化したりや傷芹を加えたりする詐善的で虚偽の化現力たる明を自然界の構成要妻、とする

事が，上1)'11比内全Tf[j的な~性:R!r 濯差，永遠の無対ÍWi為↑午および不尽の全性に相反する特性であるとヴ(

シスタードヴ f イタは iリ長ーする。

第三に，アドヴァイタ的な無明壊滅の可不可(;ニ~~~ti)の問題である。シャンカラを始祖とする絶対

イ←+元論学派によると，霊我，特に，神我と人J止の努力によって生起する 切無分別の知は無始で不

生の無明を壊滅させる能力がある。そして，その結果として，霊我は，無|珂の蔽塞的で虚偽的な束縛か

ら解放される事によって 完全な解脱のl完地に到達する。

方，行 1ノシスタードヴ γイタによると，アドヴ T イタ的な無分別知は，無明を全滅させる事がな l十

れば，霊我をその紫神から解肢させる能力もないと王在する〆何故かと言うと， I不生不滅にして可性

質徳差のない生一本の上位焚のみが実存するのに対して，宇宙万有は実体性のない虚実で虚構酌な

や上位焚のl霊現ド過ぎな G¥ I という無分別知の境地は句アドヴァイタの川説によると，個々の霊我を所

在地とする以上，本来七阪で虚実的な現象であり，永j主不!1:で常通的な明を当然，滅ぼす事が出来な

い。更に， I永遠無始で同時虚実的な1Jli、明!という事柄は，明らかに排除し合う属性を右するので，同

時に 体一物として存立する事が不υJ能で、ある。そして又，単なる幻想、や虚幻にjA¥ぎない霊我の認識と

その産物である一切無分別の知のみで 無明とその産物である万我物を解体したり，生死病苦を解滅し

たりや善悪と迷悟等を断滅させたりする事は出来ないということも自明の事Jだである。

第四に，アドヴァ fゲ的な知明の把鑑)について。ヴイシスタードヴアイタによると.ア

ドヴァイタ fi0な無|珂とその産物である宇宙万有を， Wコピ[:19な無明とそび))、民構的な活動の虚現的な産物で

ある人間酌な主[[p{;1 によ~ )て把JI'l¥する事は不可能である 何故かと言うと，人間の感知とその能力が存

しなければならないし、人間の感知力は，何らかの形で実存する事物や徳))，又は，何らかの方伎をもっ

て既に経験した dだ布の不在を担えることが出来る。しかし，同時忠実的な人我および同時有無的な無日I)j

とその最偽的な活動の虚現である万劫万有の世界も実存し得ないから 人我の感知力による無明と宇宙

万有の把握も当然有り得ない。そしてもし，アドヴァイタが力説するように，人間とその感知力は虚実

世界の幻想、であると本気で認めたならば，当然，哲学だけではなく，一切の科学とその学説およびアド

ヴァイタの諸説諸論も，全く信用性がなければ実在性も勿論ないと認めざるを行ない。

以上をもって，アドヴァイタ・ヴェーダーンタによる「無明観J，特に，~明の本源と所イI 地，無明

の実相界のi+~ 十三，li1fi町の壊滅の可不可および，無明の感知的な把出の理解を中心に，ヴィシスタ』ドヴァ
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イタ・ヴ守工ーダーンすが繰り広りる批判の要点を紹介した η 要するに ラーマーヌジァを初め，ヴイシ

スタードヴァイタの哲人は，シャンガラとその門弟が唱えている「無明論」を猛烈に批判しながム令部
ひ/

的に掻斥する。即ち，高次党の本性的な要素でなければ，持九前の属性でもなく，高次党の単一で純然
へいそく

たる実在の無性無徳差の世界，特にその大寂緩慢で、無対無分別の実相を蔽塞しながら，一切劫界の万我

物事象と万変千化として虚偽的に化現すると同時に，市次党をそう言った 1[[:界を超絶する本ァ|ミ囚として
へいかL 小んしん

る本来吉正生で欺惑的な性能を有する虚実的なiA力 l今切を蔽略する謎めいた気根力j と観るアド

ヴァイタ的な無明説を，健全で聖実な論証，万代万人の存在的および、実践的な経験，そして，万有存在

の理法に惇る見解と見倣し，謀説として斥ける。

党我物峻日Ij~立[[論学派による|った行党説」と|万有布 l浪説」。

アドヴァイタ的な熱明観を謬悠之説として排斥ーしたヴィシスタードヴァイタは，党と宇宙万有の本然

性質における動不動，無限性と有限性，完全性と欠暇性，善悪，真偽や迷悟等の問題の整理とその解決

の方訟を沌，万我と万物の「本然的な異性同質観jという見地に立つてはかる。ヴィシスタードヴァイ

タが考えている「マーヤーJ(mÈl y 人 )<行力，絶妙のたí~力)の性質は，絶吋不二一元論の I i!l!:明」と

根本的に違うぐヴ f シスタード l~j T イタが唱道するマーヤー観，特に.tt.万我物，円jたるマー

ヤーと「絶大な活現成力jたるマーヤーとの相互関係に関するラーマーヌジァの丈の宇部を略して紹介

する c

『マーヤーは，素晴らしい創造の世界と絶妙極まりない大活況力を表示する語であるので，!!f..、賀

村(認出〉や乳幼の物質界もれ青らしい現象を造氏する力があるから I-y.ーャー」と呼はれる。

史に素晴らしい大活況力の持ち主である党ば，物質の万界を創造するだけではなく，物質によって

繋縛を受ける万我も創造する CSvetosvaraUjJanis瓦d，IV， 9J。一無上の妙格者(たる先)は，無明を

有するのではなく， この素晴らしい万能力を本有とするから「大行先 (Mayin，絶大活況成の主)

と呼lまれているコ -無生(で勅質的な)マーヤーの専を受けながら迷っている個我は， 同'悟した

時に，フド遠不生の唯一考を知るであろう CMundaka Upanislirl， II，21J。…先は白力の素晴らしい

活札成 (mayas) によって，様ゃなかたちで顕況する CBrharlamnyakaUpa側面d，II，5.19J。…;f;r，め

尽し得ない総力が我が(交の)マーヤーの本，t生である CBhagavadGit江， v1U 4J J]<'九

先ほど引用した文は，言うまでもなく，ヴィシスタードヅァイタにおけふマーヤー論の廿jこに過ぎな

いが，以下は，当学派学徒の論嫌を参考にしながら，マーヤー論の要旨を説明する、

党行，即ち，一切劫界とその万我物事象の本然白内心である狭義党自体の生命力(略して党力)の白

日性能界には，慨して言えば，三つの収本的な活動目現成の三相)を る事が出来る c

ず，焚力の本来無生無尽で隠然たる活現のことであるの狭義党の生命力活現の妙相とは， i色無，主

全なキ11寂無為の虚無，全面的な不活不動の虚空や狭義党自体の虚幻でなければ，党身の全面的に大寂緩

慢，極微幽玄で無対無定相(空劫期)の存在妙相だけでもなく，外面的に大寂不動，対他的に無対で無

]ヒの慶福を享楽すZ狭義党自体の隠黙たる自存自立力の機現であって， 7主主党の本然秘育界正その妙身
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諸相を永遠で、無間断に存養する霊妙恒まりない党)j0)活動である。この次元は， 6)(主党の無極実秘で白

内永福の世界であって，狭義党以外の存在にとって，永遠に不可解で不可得(:jミリ達や体得の不可能)の

神秘界である。同時に，党身の潜在的な真相であって，究身実存の一つの桜患でもある万JJi:物の空劫期

~;;~rL~a )においても，党力自体は，狭義党の燕極秘蔵界を初め，党身妙十日の|丑界も， 1日然たる活動

をもって，永遠で無関断に養濡しながら，それらの存在を維持し続けている。ヴィシスタードヴァイタ

の信奉者は，扶のこの神秘的な真相をヴィシュヌりj神 Ivishnu' vi日リlrvy瓦ptau，一切世界を脳i放す

る太極の生命) とも称する、

狭義党の-永遠のIj'_命がイ三千jするもう一つの活現の相とは‘ tt-uの偲微で幽玄の相を無量劫界のゲ我物

事象として現成せしめる党力の三種一如的な機能である υ 第 粍の;jとは， 切世界とその万有二円じの

生成化育を開始する )1~夫有!J世力である。第二の力とは句あらゆる世界とその万我物事

象を隙間なく養濡しながら絶えず、活性化する党の ~l À3な存養力 (~~~~;ii~ativa )である。第三の力とは，万

劫万七の開園，進退および還帰の経過とその秩序を臼ら決定し 主導しながら内外的に司る党の通手目的

な~/J臨力 (~~~~~~~iva .言い換えれば， 一切有を内耐Hる究力の面と万有子化の依存関係を統制する党力の

|白j) のことである。党力のこの真相は，ヴイシユヌ男神の妻ラクシミ女神と日

更に'党力j活古現の三つ目の相と lは土丈， ゐ切 11附H吐1:界のf機袋前状態(玄劫期)およびび、字宙万有のj還呈i減成後から次の

成劫期の開岡までの陪間1(三空左劫則) に万我物を極{微故精妙妙、士対沌;身として維J持寺 jる狭義究の極めて精妙で静1桜孔

なi活舌動 (に;;:;:出crL山la出alis) でで、点あ)る: 

上記の諸活現)jを';!iに異なる観点からみると，一切劫界の万物事象とその万徳干化を透徹しながら

養濡し，内市IJしながら維持する永遠無尽の大魂晩としての扶の活現と 万劫万有を越え，永遠を通

じて不生イド減で時限に市挫した徳力を本然の性質とするか、点先の趨純的な活現力を窺い知ることがW，;~

る。

先ほど開銀に紹介した党力とその機J見は，本来無縁で独立した先行ではなく，狭義党の生命力を本末

とし， 一切劫界の顕密諸相を泌徹しながら，それらの世界万有を永遠を通じて超絶する狭義党の本力の

無限性能 (f~::~~n~~~~s~~~~~~o-)の多IHi多様な能所の活現成に過ぎない。

万有千化の主イ子を前提と干る人類の存在的，特に 実践的な経験び)立 J~jから見れば，あらゆるわ助の

如何なる結果においても根本的に，自然で必然的に随伴する峻別ヂlすで[表裏一枚」の因果関係を日似

める事が日j来る切劫界とその万有千化の実在性を論迎の卜fiとするヴィシスタードヴァイタはヲ先

ほど言及したJ礼111:的な同果の原理が一切世界の因果縁起の道理にj出じ，その道理の普遍的活現の 相に

過ぎないと主張する υ したが Jて 先力の創造的およびか義的な活動によって党身の内に生ずる変化と

その結果においても，上記の道理が通用し適用されているという見解はヴィシスタードヴァイタの定

理である。

具休的に言えば，党行によって，党身の極めて慨細で静寂な様態が終結を向え，万我物の極微で無定

相の「万我原肥J(~f:a~~:~~;bha) が活性化され，全面的に不活緩慢で無白相の「原丘量J (pr北も動か

される事によって，生成化育的な発展を主導力に，万有万象の起減，膨縮， J台減，融合，分別化，個体

化や結合等のような開なな秩序を天然之性とした活現成 lコスモス化)は展開されて行く
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その、['画，徐々に，死滅，融没，減縮や崩壊という退化的な解体化が主導権を握る事によって，生死，

膨縮，増減や開閉等のバランスが崩れ，開示的で積極的なコスモス化(党我物事象のiri現)も衰弱しな

がら，万我物の積極的な隠静化と万変T化の沈静化(反コスモス化川は繰り広げられる事に

なる。あげくの果に，党身の如、密真相である a切の世界とその万我物事象もやがて，党身が開閲される

以前の状態(万我原院と原質量)に酷似した不活緩慢で無分別の様態(空劫期)に還帰する。要するに，

万我物事象は，党身び〕間密的な真相であって，狭義党に同然で必然的に依存する有限の世界である

) c [jい換えれば，党身の活現成と多種多主主な発展を意味する万我物事象の活性化，問問，

*1瓦化行と多緑化，更に， f主身の活現成の隠静化を立ぃょする万我物事象とその活現の閉闇的と，

な万変干化の!営加は 先にfiミ存する世界として，永遠を通じて‘党)J0)活動範囲から一瞬を←寸も

る事が出来ないとヴィシスタードヴァイタは主張する。

今度は，人我の活動と人我の究極目的である解脱の得不得の事柄を，党身j舌現i土(普遍的な因果縁起

j去)の一法である「業法」の眼で見て，その関係を略述する。

人我を初め，一切有とその穂力変化の昔悪，迷悟や損益等のような「表裏一枚jの現実は，万有の因

縁的な活動を直接の原因としながら，狭義党の自然で自由な創世を間接的な動因とするが，本然自性に

おける吐と一切布の無何でill，li尽の相違は，一切劫界の万我物事象とその徳力の本末終始，特にその千丁目

性，欠陥'陀，罪悪 J!!e 未知や依存性の究極的な原因である [引くて，宇宙万有の不完全 p昔畑

は，党力ぴ)不能，そのうく如(1甘・虚偽的・虚構的・幻影1'1リヤ虚実的なi引当，又は，党の自由意志による悪

行，策略.許とし穴ヤタ主席で勝手気佳の遊化でなければ，田村のない突発的ないたずらでもなくに

物事象の本たよ性と各自irS助の因果縁起法の普遍fl守な機能を太極国とする自然で必然的な結果であると

ヴイシスタードヴァイタは主張する。

更に，人間界における罪悪も究志の決定ではなく 万有活動原理特に 「業報!の原理に順従する

人我の自業の自得(自然で必然的な結果)である。それは何かと言うと，無償で完全に自由な寵愛をもっ

て，自らの生命と幸福を分ち合いたい先は，大寂で無定相の様態、に住ず、る万我(神我，人我等)の原匹

を活性化し，各々の個我を，前'+'中に為し遂げた善悪の果報として，最適な物質と結合させた後，この

世に出現させる 扶義の先を除いて，全ての個我は，前|止業繋持をこもり，その運命を背負ってい

るが，それらの市IJljj{が悩設の棄性に属する悟知，山由:意志やF1由千 J 到の能力を絶え間なく蔽来 I~ t~ iJ . 

全面的仁 1111[二したりする事はない。個我には，現世においても，米間7においても，如何なる有rr形民に

おいても，改心.出佐11悪や善愛の道が何時も聞かれている乙人為的な業報のカギが，党を最高の対

象とした自由な信愛をJCとする善行の自由な選択と誠意l(二基づく実践である。

一方，人類の人生的な経験，特に，心行を分析して見ると，ある苦悩，迷知や罪悪は，明らかに人我

の自由意志，自己中心的な志向とそれに基づく山由行動の結果であって，必然で不可避的なものではな

L 、。しかし，人我の意志決定も当然，前業を国松とする果報である面において白然で必然的な結果，即

ち，人技自業の「自得」そのものである。にも拘らず 党を認め どんなものよりも党を信愛しながら

その無償の悪愛と神摂理に全身全霊を委ね，党我物の秩序に従って生きる人我は，前世と現世の業報の

束縛を克服し‘首行とその照:報を増加する事によって， j夫j土佐の栄福に参ずる，即ち，究極の解脱を
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得する事が出うたるとヴィシスタードヴァイタの聖哲は一貫して教えている。

ヴィシスタードヴアイタが説く党行は，シャンカラが主張する永遠で同時虚実的な無明即
えん

ち，党我物の真理とその活現成の真相を掩蔽したり隠窮したりする力，党自力による虚偽の顕現，宇宙

万有をその自然な性において繋縛したり汚染したりする党外の不可抗力，又は，万我物，特に人我の機

能や能力を虚構に仕立てる虚実的な勢力の如きものではない l則。ヴィシスタードヴアイタが唱道する宇

宙万有の依存性と有限性は，形而下界の善悪，美醜，正邪，真偽，迷悟，自由不自由，無明や未知の本

源的な因縁ではあるが，厳密に言えば，現存する形而下界だけではなく， ー切劫界の万我物事象の顕曾

世界の天然性質の自然で必然的な本徳である。一切有の太極的な自内性であって，絶対的な大魂暁であ

る党は，本来の性質とその徳力やその機能において，唯一無比でkあって，もう一つの党が永遠にあり得

ない。一方，党身真相の面々である万我物事象は，無限又は無欠でなければ，党と関係なく実存する|世

界でもない。従って，無尽無限で全面的に自存自立する宇宙や我物事象は，空前絶後であって，無稽の

空語である。

要するに，党は， ー切の劫波を通じて，万我物事象の創造主であり，万有千化の太極的な存養主，大

魂自鬼と最高の君臨主であって，畢寛，還劫期末に一切有を党身の極微で精妙な要素として受け容れる能

力がある上に，あらゆる存在にとって，永遠に不可解，不可得で絶妙と神秘の極まりない活力を自存的

な生命(自存自立力)の性能として有するので， r大行焚J(~;ttn-) 又は， I一切有の本末因」と呼ばれ

る。一方，狭義党の活現成身である一切劫界とその万我物事象は，党に依存する|世界であって，党と等

しい存在でなければ，狭義党自体に変成したり，究を蔽塞や汚染したりする事が永遠にあり得ない。よっ

て，永遠の有限性と不完全性という意味での「無明」は，万我物事象とその万徳干化の天然性の根本的

な属性であるとヴィシスタードヴァイタは主張する。

四 党の本然性質とその徳力を示す御名

人類丈化の中心的な役割を成す宗教において，宇宙万有の絶対的な「存在jは，様々な名で呼ばれて

いる。モーゼの「吾れ，ヤーヴェ (YHW)，存在する者であるj，老子の「無名の道j，孔子の「天j，

キリストの「父J，使徒パウロの「主なる神j，マホメットの「唯一絶対神たるアッラーj，空海の「摩

詞見慮遮那如米j，臣安万侶の「無名無為の混元j，未子の「太極J，道元の「仏性・法性 .jit辰巳 f果

明珠・諸法実相・三界唯一心・御いのちj，又は，親驚の「無擬光如来j という名は，その一例に過ぎ

ないl制。

万代万民の聖哲と肩を並ぶラーマーヌジァ (12伝D) を初め，ヴィシスタードヴァイタは，党という

絶対的な存在者が，完全に理解されたり，言葉で精確に表現されたりする事は不可龍であると明言する

一方，党の性質とその徳力，特に，党の宇宙万有との関係およびその顕密的な活現成の諸相を様々な角

度から洞察しながら，出米るだけ精確な術語をもって描写する。そのために，ヒンズー教の聖典，古論

釈書や註釈書等に出て米る神名を用いて，党の異名，党の性質，性能や無量一の徳力の絶対的な無限性を
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示唆する「敬称jとして扱っている。以下 ラ』マーヌジァを初め 党我物峻別 ~n論学派が用いる党

の註11名とその意味の多面性を簡単に説明する 31io

先ず¥党の本然性質の根本的な徳力とその性能を示す Purusottama，Paramatman，日hagavan，Narayana， 

I五vara，AntaryaminとVasudevaとしミう神名の怠味を略説する。

「究J(Brahman) という語は，ぞbrhattv瓦t'や 'brahmanatvat'，即ち，自成自足でありながら一切有を創

生し，成熟せられる力、そして， 'brhaspati'や 'brahmarl出 pati'，つまり，祈祷を適う者や全能苫という

永遠の・ 4ド|不{成の全能神をあらわす。更にー J児イ子する万世万有の幽玄で、大寂緩慢のね:態劫

期)をj1;R色え，宇市万有び)1羽闘を図り，万我物等0)陪J;lし '1)求化育や昨体を開済する党の創ttt力の i

(陽気)をブラフマ一男神と呼び¥創世の副勢力(陰気1'1せな活))、↓を本性とする党力をサラスヴァテイ

女神と称、ずる 町村11Jじは.7宅の創造力の異なる機現であって， tから切り離す事がなければ，お互いも

不同iの粋で結ぼれている「三位一休|である。 n伝によると，党の存養的， ì~-'Iýl 化的および盈濡的な勢

力がヴイシュヌ男神 (~i官吏 ν と呼ばれ，万有の存在と活動を維持し，保護する副主勢力(陰気的

な活力)がラクシミ女神と称、ぜられる。そして又，現劫の宇宙において，生死， j:'~iJ"~や持悪の進退等の

バランスが崩れ，生死化育的なi舌現より破接的で死滅的な進化は，主導権を握る還劫期中に，万我物事

象も当然，衰弱しながら消滅し，倣細化しながら鎮静化する事によって終軌を仰え，宇宙万有の開聞が

訪れる(，万世万布を斯くした様態で絶えまなく養市しながら維持する党力の勢力をシヴァ男神，そして，

その副抗的な李主力をカリ女神と名付けられていゐ

プルンヨツタマ品川t仰 la，絶対的な大魂暁)とは. 会切劫界の万我物事象を泌徹しながら永遠

に超絶する まりなし、「大魂暁jである。この日!?はぴ〕本然を成す無量で無尽の徳力の内に。

党の匹侍なき精1'111'14.，神秘C)極まりない性格 党のi心徴性と存養刀を強調する御名である。

パラマートマン (Param7it抑制司超徹的な霊我)とは，万世万有を遍徹しながら永遠に超越する実相，

即ち，万我物事象の絶対不可得的で実体的な霊Jえである。この名は 党の無限依}Jの内に，究の白存自

立力，党の本然秘蔵界の不変的な実在性，その精神性と無上の妙格を示す語である。換言すれば， Iパ

ラマートマン」という語は，党が，万Jl物事象の太極的な霊我であると明示する。

ナーラーヤナ (N7ir7iyana，万有の本末神)とは，一切存在の本末臼，万有起i滅成の4本i地や究極的な

「帰依処J 川山口山<111，山川山:川川川11，1山山山，1111

無限に起手絶色ぺ寸'9一る主妙小村祢，jzまlり)i公:云ごい↑性空生-格を本有する万z収t物事i諒j衣とぴの)白印創|リLi遣圭主であつて， 究極的な拠り処であると

示す倒仁

パーガヴァン (BIIII目的ノ10Jl ~無限の博愛と無上の恵愛の主)

無欠の希美他を本然'[11ftとする慈悲と寵愛の存在である

とは‘罪悪や不徳、の幻影さえもない↑!日I~

この名は，特に，党の無辺際の善計?と知E1貨の

思愛を指示する語である。

イーシヴプラ Wvarム無尽至福の主)とは，党の無量で無尽の徳力とその能の内に，

主柄境地を絶する悟悦，慶福と白 111自在性を享来する万主の主としての党の敬称である。

一切劫界の

その他に，アンタリヤーミン (Anlaりarmn ， 万世万有の内制主)という名は，大詰Ü~鬼たる党の遍在的

な通総力，

大愛の主 i

ヴアースデヴァリ万川deva，遍そE主)は，党の永遠の遍在tl，そして， クリシナ (Krishna，

万代万人.特に，何よりも信愛する謙j長な七辛苦を技:えする党の忠実な慈愛を強調するは
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神1'1である。

更に，余り知られていないが，ラーマーヌジァを初め，ヴイシスタードヴァイタは噌時々用いる党の

似名もある。その内から三名を悩介する。

先ず，アジア (Ajα，不生の存在者)とは，党の不生性，永遠性および|親のない事態|を示す党の

仮名である。次にヴ、ァイシヴァーナラ瓦叩問司超絶者)とは，一切存在を養捕しながら活性化す

る絶妙極まりない性併をゐする霊我である。ラーマーヌシァは，ヴアイシヴァーナラの広大無辺の性買

を下記の如く出く

「えに輝く大の世界はウァイシヴ、ァーナラの頭であり， 日月は，彼の両日艮であり，空気は， 伎の

柿の呼吸であ 0，大地は 彼の胴であり，水や海lえれ胞愛であ o一等JC :;J~;tt y~a-J 

そして， ヌ マンという似包である。ブーマン (βh反m(liI司最大の存在者)という諾は，究の1I(i-ι
て性，特に，党の本然性質を構成する笠智と慶福の無比卓越性を強調する表現である。

光ほど紹介した党の抽象的な名の(也に，ヴィシスタードヴァイタは 眼前現象界の或る存杭を「象徴」

として巧みに利用する。党の無限で絶妙極まりない宝蔵界を解き明かすために，多くの象徴が弔いられ

ているが，ここで，例として， Akasa， Daharakasa， Pr亘na，AksaraとJyotisの内容を簡単に説明しなが

らその神字的なT.!立を指摘する(判。

アーカーシア(宇宙大気)という術語は，ヒンズ一教の聖典や論釈昌:等に頻繁に用いられている。

|ーアーカーシア|は，市北沌身の一相と見倣される原賀半、1 の開発と進化の過程中仁淀生し

た空間や大河とし寸 J見象だけではなく，全宇宙とその1'{1EJt展の諸過科を通じて実存 L，万有千fLを養

i舌する透明なゆ官の「気|として見倣されて来た。実干;Iiil在性，必需性，精i争性，透明性，

性と活気を天然の性質とするこのアーカ』シアは， 一切劫界とその万我物事象を必徹しながら超越し，

内制しながら自由自在である党を象徴する事になった。換言すれば，アーカーシアが宇宙万物にとって，

必要不可欠な養気であるようにも，万劫万有にとって，絶対不可欠な存有:であって，一切を絶えず、

表濡する遍在的な存在であるとし寸真理を「アーカーシア」の概念をもって去現している。

タハラーカーシア(普遍的な生気)とし寸概念は 3 現象界の精妙な生気や生命力で充ちた空間だけで、

はなく，ヒンズー教の宇一興三?の中で， しばしば，全世界の万令の心をi心f散しながら，万我物の発生.化

育と還帰0)イヰ地およびその内外的な秩序を司る幽玄の生力と LてJ古かれている。ダハラカーシアは，郡

大と極微の諸 !l 1:W- を遍 ~-!:I:j しながらその活動を司る党の象徴である

プラーナ(気患『呼気)という語は，有機万物の呼吸，生ヌ-'¥"の生力，個我諸活動の原理を意味

する概念で、あるため， 1 組刈 l切な呼気」を本然性質とする党の象悦として弔いられている。

アクシアラ(不変の大極)という語は，宇宙開間以前に存在していた未開で未分別の純質， i敦賀と闇

質の原状を意味する半面，現劫の万有の本源，原動因と存養主でありながら本然自|匂性において不変で

ある先の大極的な面を示す象徴的な概念として用いられている。

ジォティス(光)という語は，現象界の光明や光刀，又は，霊我の解脱境地を本義とするが，一切有

の悟知と栄光を遥かに越える党の光明と絶美の阪まりない性質を示唆する象位的な概念として頻繁に用

いられてし hる
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五 うまの救済的な活現を論ずる「化究説」

狭義党の極密諸相，特にその妙格と党力の自存自立的な性能，更に，允意を出発点とする創世，万有

の存養と万我物事象の究極目的の他に，党の向由で無償の顕現 (1自己示現J，目立特に，化身

町)は，人間にとって， 1玄之又玄J，珂ち，完全に理解と会得出来ない神秘の世界である。

党の本然秘蔵界.特にその妙倍，党力の性能，創仕1:1'ド.;，存養(1仏|人l市11的，通総的および極めて目前的な

活現にりいて，出合:二 μ礼町]した(日}以下は，現世界，特に人間界における党の顕現とその役割を中心に，

ヴイシスタードヴァイタの|化党説」の心髄を紹介する

党 の顕とは， 一切存在の絶対白内心たる狭義の党(日|長して「先J) は，自らの身体の枚岩である

万劫下界の我物事象の関岡，生成化育と壊滅の詰過程において，無償の恵愛をもって，万我物の真福の

ため，何らかの形態を自由に受容して万我物事象の世界に出現して，その日的の実現をはかる。換言す

れば¥党の顕現とは，党身界の全体やその一相の真福や救援を実現する為に，狭義先が位格的な存在と

して，時と場に応じて出現する。ヴイシスタードヴァイタは，狭義党の位格的な化現 perSOlよ~O- ) 

として，概ね，下記の五種を識別する c

化党の第 種と Lて， ゐ切存夜とその変化の諸キ有fl凶を超f徹古故IしL，壬霊鼻十制rIと需力を自f性生とする党の最芭てで3神格

的な顕1盟見 (心;出:2:巴1と2立ユlt¥，ムιnんω，h叩山口山，~(ρ叶L

際のプjルLシヨ:;夕マ lドuru品。ttama，大魂暁)，万有を活性化しながら超越するヴィシュヌ太

極の生命の主1と，無償の記愛をもって一切を見守るパーガワン (Bhagavan，無限の仁愛と栄福のい

という妙十I1をもって顕現しながら普ねく活動する純粋な霊格神である

第二種として，党の遍満的で松本的な活動の神格的な顕現 (~~s~1~九があげられる。この場

合は‘党が，成劫期と還劫期を通じて.創造的，仔養的および救済的な諸活動において，万有個性の設

定とその化育を統御する遍在的な内ililJや11ヴァスデヴァ (Vasudeva) 万我の存立とその諸活動を無間断

に養濡する妙格神サンカルシアナ (Sanke吋 a11U，あらゆる霊我の精神話動を養い，活性化する無辺際

智の神プラデイユムナ (Pradyumna) および，万我の永遠至福をはかり，昨ねく様々な救済活動を展開

する大福神アニ![..ソダし.i¥niruddha) として活現するの

党顕王見の第三科として，有情的な化身 (2出y1::rTごa 忙 in口1t:
有i情育界治がミ円宍;福と真の不利利Ij守杭主を{得与るために， 動物や人間の身を受平干し， この世に現われ， 救いの業 l

証)を通して衆生を与さ q 万有の調和的な共存と究似の口 (1<1)主成をはかる焚の動物的ノl や人

格的な顕現いである。党の動物的な化身として‘人類のイf続と発展に必要な自然環境を整

えた聖魚、マツヤ，聖亀クールマと聖猪ウアラーハがあげられる。更に，原始社会の罪悪と i淡い，人類啓

蒙に全力を尽した半人半獅ヌリシ」ナ，人祖ヤーマナ，正義の王パラスラーマと利帝利族のEラーマと

して生まれ，献身的な活動を通して人類を全滅から救っただけではなく，文化を発生させ，その発展向

上に全身全霊を尽しながら，天啓とその正道(党我物の真理に基づく生き方)を人心に植え付けた党の

人格的な化身であった。そして，人類の精神的な向上に新路を切り聞いたクリシナや釈尊(近代に入っ

てキリストを加えるヴイシスタードヴァイテインもいる j も先の人桔(1なな化身して見倣されている ζ 叫
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に，未来に出現し，人類，特に党を信愛する者を済度しながら至福へ導くカルキンの姿も聖典

の111で描かれ，信仰の対象とされている。

党顕現の第四種として，党力による人我の湿依 (~~!~::立紅色l:sOS~ivinae)があげられる。これは，党によっ

て設定された目標を達成する為に選ばれた人々の精神力や才能を通じて党の力と権能を示す党の不思議

な活現である。

そして，党顕現の第五極として「焚坐J hy出品;~~~~;:~~I I神桁， r神坐J)があげられる。これは，

全身全霊を挙げて先を信愛し，崇拝する帰依者との精神的な税交と信頼を深める為に，象徴的な豆i訟を

通して信奉者の心を魅了せられ，精神的な幸福感，杭惚ゃ t1jl ，ì/E;りを興す先の臨在 (~~fl~~t1a )である c

今度，党の人間的な出現(化身)の目的，主な役割と真相についてヴィシスタードヴァイタの見解を

下記の引用文をもって紹介する。

『本然えこ性において一切有を永遠に超絶する交は，人間の為に近付きやすく，親しみ易 L、存本と

なった。彼は，人間の理解と表現力の範司を越えているにも拘らず，信奉者のため，彼等の心目艮が

届く範周に在るJ]<3へ

「有徳者の保護，悪への崩壊 正法の秩序の再建と確立の為に 時代の必要に応じて私(交)は

自由にこの1壬に生まれる

『我れを礼拝する信奉者への忠愛と万人の救いの為にすムはヘ問の身を受容し， ヴァスデヴァ三の

息子クザシナとしてこの世に生まれた (avatirna)。 しかし， この出乳によって， 自らの本来の性質

を放棄する事がなければ， その徳力の本位においてもー初の減小はないJ]<則。

『一切の有の主として私の超絶の相を知らない患者は，人間のすがたで乳われる私を軽蔑するJl(1へ

『先は，無尽の送、愛において， 自らの身のー相であるノU司の苦悩等を放って置く事はしなレ。伎

は，万人の幸福を望んで働いているが，皆を，例タトなく，救う為に，一初行の天然理法 (~~i'1I::五号引を

犠牲にし たり，無効にしたりする事はな L、J]<1l)。

要するに句 J;見世，特に人間界における党の顕現は， 主として去に必づく人倫が崩壊した目立正泣

の回復とその維新の為に，革命を辞さずlぺ改革の道を公示し，それを遂行する。人間界における正

道の復興へ導く党の化身たる者の救済的な活動の内に下記の行が根本とされている。先ず，正道に励む

信奉者を保護し，慈愛を活動の基準とする。次に，信奉者を最高の解脱へ導くことぐ〕更に，党法に遵ず

る人道に惇る悪道を露現し，邪道と悪行を遂行寸る者を処罰する事によって党法の道理(善副書果等)

を明らかにすること。第四に，悲人の改心と間情を{足す活動である。人々皆は党の子らである以上，悪

人にも真拒への止道が i分にポされるが，党の慈愛はタ人間件ーの根本的な属性である自由意志と判断)J



114 鹿児島女子短期大学紀要 第37号 (2002)

を阻止するものでなければ，党、法を中|析したりや回避したりするものでもな¥， ¥0 党の慈悲と毘てをは，無

理な妥協策でなければ，隠蔽的な似屈しでもなく，普遍理法に遵ずるj正義の議愛で、あるとヴィシスター

ドヴァイタは主張する。

更に，党の化身たる者は，社会の私公的な舞台に立って正道を演じる役者，大魔術師，国家の利益を

追求する英雄，世襲市11によって選lとされ，世間体によって崇敬される皇帝や教祖ではなく，党n、に遵ず

人道の弘布に全:身会主を捧げる党の人格化である。彼らは.我々と同様にI1死病苦を体験するが，我々

と違って，向分の前生とその活動を意識しながら人間の真福増大の為に無償の活動を繰り広げる事によっ

て自らの使命を全うする。党の人身との結合白体が，党の完全に自由な意志によって実現すると言えど

も，人間にとって.永遠に不可解な「ぷ之又玄Jである Lづしかし，人身の受存によって活動する党には

本性的でネガテイブな影響が一切なく，却って，株々な活動によってー時と場に応じて，新世界が展開

されるという見解はヴイシスタ←ドヴァイタの通説℃める。

結語にかえて~上説的神学的な奥義の特色

一回連続の論丈の 11' で，党の柁止、Jn0~性格を提日目する 1 妙格説j ，党び)超徹的な霊質を論ずる「大魂

醜説j，党の白然身とその根本的な性質を論述する「党身説j，党我物の性質的な関係を論弁する|異性

同質説j，I親疎一如説j，I太極実体説Jと「因果現成説jの心髄をヴイシスタードヴァイタの哲理とし

て説述し，上説の宗教的，特に神71'10な;意味とその特色を示した。更に，ヴィシスタードげァイタと違

う¥r場を取って、党の「唯一実在性j，1-無性無徳差J，絶対的な「隔絶性]汽， I唯一実休性j，そして，

万有千化の「虚無位j，I虚構性jマ「囚果の虚現性Jをl同道するアドヴァイタ・ヴ、ェーダーシタの各論

の他;こ， I一切無我説j，I一切無常剃那説j，I一切転変説j，I因果妄作説」ゃ「因'T無果説jを唱える

学派の十1~本的な考え方を述べ，ヴィシスタート、ヴァイタによる批判の要点をまとめ，白分の意見も述べ

?こわ

本論文の中で，ヲ|き続き，党のみ然性質を成す無呈力の根本を説不する「五大妙徳論」と「五大妙
へいそく

機論j， 切の制限，繋紳や蔽塞から完全に自性!な活動を繰り広げる党の無磯行を論ずる「大行党説j，

および，不偏の正義と無償で普遍の慈愛に基づく先の救済的な活現をとく「化党説jの哲学的な定理と

その神学的な特色を説明した。

以下，党、の本然性質の根本徳力とその活現の真相を論冗する「五大妙1!1出向j，I五 大 妙 向j(絶対自

)J説，党力静主説， 7主力三大行説，賞恵愛説)， IAh允説 1，I万平j有限.Jij(と異なふアドヴァイタ

の「無明説j とその批判)， Iイヒ党説」と党の異名の神学的な深意とその人間学的な趣旨の特色を改めで

まとめる事にする。

ヴイシスタードヴマイタの「玉大妙徳論jによると。党l土，無量で無限，そして永遠に以欠の善美徳、

を 4(然性質の無は政界とする。そして，その内に，全 IflÎ的に不依で自作向立的な実存力，ィ~ '1-- イ~i.成で無

辺際の悟知，永遠に不減で絶え聞なく増大する慶福，そして，本然自性の万徳力を無間断に生かす無限

で完全無欠な永存的養話は，党の本然性質の桜木的な[五大妙徳、jと見倣され，党の本然宝蔵界の神秘

栴まりない不可得の白内心と呼ぶ事が出来る。宗教、神子と人同学の¥1)勢かん見ると，づ三花力.慧智，
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干悩等の万徳のnlIにおいて，無限で完全鮭欠の党は，比べようもない「唯イ!!月二jの存在名であり，字

山万布，特に，知識ー宇福と自由心龍))を本有する瓦我 L人我も)にとっ℃，この上もうない玄らぎと

安心感の拠り所でありながら畏11i'と魅了の念を呼び起す永遠の驚異である。

次に， I焚力五大妙機論」によると， I絶対臼力J， I創世力 LI存養力J，I君臨力J(立鰐な)， Iタ|活

静養))J (鵠"とその活動はむの本然万力とその4!!1量無辺の活fJtの本である。本論がほ唱す

る理とその神学的な l込義の特色を斯くの知くまとめる事が出来る。

党は，永遠を通じて，背任問断に栄え，全面的に不依で自存自給的な生命(白存目立力)を本然性

質(を成す無量で無限の徳力とその'生能)の本力とする絶刈神である。

対;身の極概で[:{[~[玄，更に，全Tw問に不i舌緩慢な様態に住ずる万投物を絶えず存養 L ながら通総

(内制したり:jjl臨したり)するのは，党力の永j主でwめて静妙な機能である。

党身の極i故山ぷの万我原駆と不i己採慢の原物質;ヰ， 今切存在の本;ok日江主:質量因でありながら，党、

の自力は，万劫万有の原動力因(つまり，創世力，存主主力，通総力)である。 換言すれば，絶対

神たる党は，一切存在の究極的な創造主 (Pancreator)，存養主 (Pananimator)，君臨主

(Pancrator) と至福極地 (FinisUtimus) である ο

党は，完全に向 1[1な決意とれ動をもって宇宙万有を創造し，維持しながら養い濡すっ更にこの先

は，白他存在の一法たる因果縁起法を通して，万我をその究極目的である解脱(究との明合とそ

のゼ福参与)へ導くが，その目的達成が強制ではなく 各自の天性に属する向由決定とその行動

(自業)の自然で必然的な結黒「自得)である J

万我物事象，その徳力と性能は，?と身の栄光を増減させるが，党の本然也、蔵界の慶福，主主加と栄

光に，ネカティフな影響が一切なL、。

更に， I大行焚説」によると，党は，何ものにも蔽塞されたり，繋擬されたりする事がなければ，制

限や他者行為の悪影響も蒙る事のない，永遠に自由自在の大行神である。一方， I万有有限説Jによる

と切劫界とその万JI<:物事象は，本然性質において有限であって，党のi古川範囲から， 腕も 寸も，

:iI<..i主に離れる事がな V"oo

そして，神秘極まりないこの先は，自らの身体の様態である宇宙万有，特に万我の真福の為と罪忠の

滅亡の為，白/[Jで無償の慈愛をもって，何等かの形態を受容し，万我物事象の世界に出現する。化身を

初め，他の様々な照明ば，党の救静的な活動を主な目的左するが，その活現によって，入聞の同由意志

の性能が全面的に阻 11 される事がなければ 一切有の臼然理法も中止されたり.一時停止したりする事

もないとヴイシスタードヴァイタは闘でいる。従って，人我(等の霊我)の解脱境の会科とは，党の無

償慈愛による様々な活現，特に 人格的な顕現によって示された生き方と救いの業に士、jする各人の白山

決定に基づけ言行(党への信愛と慈善的な行為)の自然な結果(証，自得)である。人我は，党の慈愛

と放泣的な業を拒白する事が出来るが 位法実現(日果原JllIJの範囲から 永遠に離れる事が1'['，来ない

運命(善行→善果→悪果)を背負っている。
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Resume 

BRAHMANOLOGY OF HINDUISM 

[Part 31 

PRINCIPAL THEOLOGICAL CHARACTERISTICS OF DOCTRINES OF THE FIVE ESSENTIAL VIRTUES 

OF BRAHMANS NATURE， HIS SOVEREIGN IMMANENTO-TRNSCENDENT ACTIVITY， HIS INCARNA-

TIONS AND THE THEORY OF COSMIC IMPERFECTION AS DEPICTED BY THE SCHOOL OF 

VISISTADVAITA VEDANTA 
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ln the preceding 2 papers I' d outlined the essentials of Visist盆dvaiticphilosophical and th巴ologicaldoctrin巴S

emphasizing the immanento-transcendent， accessible-inaccessible， inseparable y巴tautonomous， ph巴nom巴nal

yet transphenomenal， spiritual， trans-personal， essentially immutable， all-vitalizing， self-exist巴ntand causal 

character of 8rahman's self-manifesting and self-actualizing nature. 

This paper deals with the自veessential v甘tu巴sand fiv巴umqu巴 omnipotentpowers of 8rahman' s polyphanic 

activity， where He is pictured as the fundamental， universal and Sovereign Lord ( i. e. A and n) of all 

polymorphic cosmicization， preservation and decosmicization ( i. e. the return to the pre-cosmogonic state of 

affairs) of His巴t巴rnalbody. The theological巴valuationof the theories， in principle， is based on the research of 

outstanding scholars of lndian and Christian philosophy， theology and comparative religion; RangacharγaM.， 

Chari S. M. S.， Dasgupta S.， Carman ]. 8.， Parrinder G.， Eliade M.， etc. 

Chapter 1 explains the infinite immanence and simultaneous transcend巴nceof self-exist巴nce，impartial 

omniscience， undisturbable enstatic bliss， absolute sovereinty， unmatched omnipotence and unblemished perfec-

tion of innumerable virtues， which constitute the essence of 8rahman' s innate nature. 

Chapter II analyzes Brahman' s eternal and innate self-existent vitality， and His pancreative， pananimative， 

pancrative and inert activity. This Supreme Person， out of His仕巴巴 willand gratuitious love pondered: 'May 1 

become many and be born again …， Then， through the revitalization of the primordial 'Golden Embryo' 

(containing all souls in the state of in巴rtion)，causing the transformation of the totally quiescentア'roto-Matter'

and effi巴ctuatingthe process of souls' incorporation (acc. to th巴 KarmaLaws)， Brahman began a long process of 

voluntary manifestation of His eternal body. 

Theologians ofVisist盆dvaitadiscern the following fundamental spher巴sof Brahman' s polyphanic activity and 

phenomenal selトactualization.i. e.: the impenetrable world of His self-sustaining vitality; creation and 

cosmicization of His body' s spiritual and material realms; continuous trans-penetration and vitalization of all 

cosmic realities; harmonious and amicable reign over all micro and macro-cosmic巴ntities;and decosmicization 
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of all beings. In the meantime， some souls can attain the state of p巴rfectemancipation and blissful union with 

Brahman in His glory. There is neither being nor a slight巴stmutation which could escape Brahman' s creative， 

vitalizing and dismantling activity 

Chapter III presents the Vistadvaitic criticism of Advaitic th巴orγofthePower of illusion， which obscures and 

fals沼田 thetrue reality of Brahman，じniverseand th巴 natur巴 oftheir、 relationship.Visist在dvaitacensures，五rst

of a11， th巴 'semi-r巴ality'of 'may立， and 'avidy盆" their unspecified origins， ability to hamper Brahman' s activities， 

and the巴asyway of their d巴structionthrough the attainment of the absolute monistic knowl日dge.Then follows 

the presentation of the doctrine of Brahman as th巴 marvelousand unsurpassable Cosmic Vitalizer (Mayin)， 

emphasizing th日 unfathomableand immanento-transcendent character of Brahman' s unlimited and unhindered 

activities. On the other hand， th日 s.c. 'may在， or 'avidya' is understood her巴 asthe original limitation in th巴

essence of all cosmic beings， which ultimately depend on Brahman in their existence and activities. These two 

doctrines point to th巴 onticsource of all cosmic imperfections， including the roots of a11 evils. 

Chapt巴rN gives a compact survey and explanation of Brahman' s most revered names， which unfold the 

巳ssentialsph巴resand characteristics of His eternally impenetrable divine nature. 

Chapter V delin巴atesthe Visit瓦dvaiticdoctrine of Brahman' s polyphany. !'ve巴mphasiz巳dhere the relation 

betw巴巴nthe purpose of Brahman' s anthropomorphic incorporations， the fr巳edomof human will， and our ultimat巴

emancipation (salvation). 

The principal th巳ologicaland anthropological characteristics of the teories analyzed above can be summa 

rized as follows 

① Brahman“IN SE". "A SE" &“PER SE" pusseses infinite virtues and puwers， amo時 whichSELF-EX1STENCE， 

OMNISCIE'lCE， ENSTATIC BLISS， OMNIPOTENCE and UNBLEMISHED PERFECTION constitute the fulcrum of 

His impenetrable persunality 

③ Brahman is the "A & [l" ， PANCREATOR， PANANIMATOR， PANCRATOR， PLACE OF THE ETERNAL REST 

AND EMANCIPATION OF ALL and SAV!OUR of all who love Him dearly. 

③ All be叫 sare LIMITED“IN SE". They will never become IDENTICAL WITH Brahman， and will never escape the 

WORLD OF HIS LAWS. 

④ Brahman CARES about the humanity and through His ANTHROPOMORPHIC INCARNATIONS calls all to PARTICI 

PATION IN HIS BUSS yet NEVER AGAINST our free will. This salvation is neither compulsoIγnor automatic， it is 

THE FRUIT OF OUR LIVES [自業自得 you will get the fruits of what you' d sownJ. 


